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午前１０時００分 開議   

 

◎開議宣告 

○議長（大原 昇君） おはようございま

す。 

ただいまの出席議員は１３名でありま

す。 

定足数に達しておりますので、これから

令和４年第１１回美幌町議会定例会第２日

目の会議を開きます。 

――――――――――――――――――― 

◎日程第１ 会議録署名委員の指名 

○議長（大原 昇君） 日程第１ 会議録

署名議員の指名を行います。 

会議録署名議員は、会議規則第１２５条

の規定により、３番大江道男さん、４番髙

橋秀明さんを指名します。 

――――――――――――――――――― 

◎諸般の報告 

○議長（大原 昇君） 諸般の報告を行い

ます。 

諸般の報告については、事務局長から報

告させます。 

○事務局長（遠國 求君） 諸般の報告を

申し上げます。 

本日の会議につきましては、配信してお

ります議事日程のとおりでございます。 

朗読については、省略させていただきま

す。 

次に、地方自治法第１２１条第１項の規

定に基づく出席説明員につきましては、１

日目と同様でありますので御了承願いま

す。 

なお、上杉議員、所用のため本日欠席の

旨、届出がありました。 

以上で、諸般の報告を終わります。 

――――――――――――――――――― 

◎日程第２ 一般質問 

○議長（大原 昇君） 日程第２ 一般質

問を行います。 

昨日に引き続き、通告順により発言を許

します。 

１３番馬場博美さん。 

○１３番（馬場博美君） 〔登壇〕 私

は、さきに通告しております３点について

質問いたしますので、よろしくお願いいた

します。 

まず１点目、美幌町交流促進センター峠

の湯びほろについてでありますが、５項目

について質問いたしますので、よろしくお

願いしたいと思います。 

峠の湯びほろは、平成８年１２月にオー

プンし、今年で２６年が経過します。 

この間、第三セクターで業務を行ってい

た株式会社美幌ふるさと振興公社が、経営

難等から平成１８年３月に解散し、同年４

月から指定管理者制度を導入して１６年が

経過し、現在３社目の株式会社道央環境セ

ンターが管理運営を行っているところで

す。 

令和４年３月３１日に指定期間が満了す

ることに伴い、令和４年度から４年間の峠

の湯びほろの管理運営について、令和３年

８月２４日開催の全員協議会で、町長は

「平成８年に施設がオープンしてから２５

年が経過しており、温泉設備や外壁・屋根

などの大規模改修が予想されますが、コロ

ナ禍の状況から現時点で今後の見通しを立

てることは難しく、次期４年間の時間をい

ただきたいと考えております」と説明され

ていますが、現時点における次の項目につ

いて、町長の考え方をお伺いします。 

１、入浴料金改定等による収益の見通し

について。 

令和４年度入浴料金改定による収益の見

通し、峠の湯びほろ行き運行バス・福祉風

呂への介助リフト設置・町内障がい者入浴

半額助成のそれぞれの利用状況及び令和４

年度の１０月末までの入浴者数についてお

伺いいたします。 

２、源泉の今後の対応等について。 

現在の源泉については、峠の湯びほろが



 

－ 59 － 

オープンしてから２６年間使用しています

が、今後の源泉の対応についてお伺いいた

します。 

３、大規模改修について。 

町長は「一定の方向性が出るまで、大規

模改修は行わず、最小限の小破修繕で対応

していく」と全員協議会で説明されていま

すが、外壁や屋根などは、早期に修繕しな

いと多額の費用を要することになります。 

このようなことから、大規模改修の考え

方をお伺いします。 

４、指定管理料について。 

令和４年度から令和７年度までの４年間

の指定管理料は年間１,３００万円ですが、

この期間中に水道光熱費の高騰、最低賃金

の改定及び物価上昇等があった場合、指定

管理料を増額すべきと考えますが、町長の

考え方をお伺いします。 

また、指定管理者制度を導入した平成１

８年度から令和３年度までの１６年間の収

支赤字の累計額が約１億６,６８６万２,０

００円となっていますが、今後の指定管理

料の考え方について、町長の考え方をお伺

いします。 

５、今後の管理運営について。 

峠の湯びほろの現在の指定期間（令和４

年度から令和７年度）満了後における管理

運営について、町長の考え方をお伺いいた

します。 

２点目であります。 

森林環境譲与税について。 

森林環境譲与税の今後の利用促進につい

てでありますが、森林環境税及び森林環境

譲与税は、森林の有する公益的機能の維持

増進の重要性に鑑み、市町村及び都道府県

が実施する森林整備及びその促進に関する

施策の財源に充てるため、平成３１年に創

設されました。 

しかし、北海道によりますと、平成３１

年度と令和２年度に道内１７９市町村に配

分された森林環境譲与税の総額３８億３,３

００万円のうち、活用された額は１５億１,

８００万円と４０％にとどまり、残る６

０％は基金に積立てられているとのことで

すが、美幌町における森林環境譲与税の配

分額に対する充当事業等について、お伺い

いたします。 

また、森林環境譲与税の使途について、

森林環境税及び森林環境譲与税に関する法

律第３４条の規定により「市町村において

は、森林に関する施策、森林の整備を担う

べき人材の育成及び確保、森林の有する公

益的機能に関する普及啓発、木材の利用の

促進その他森林の整備の促進に関する施策

に要する費用に充てなければならない」と

されています。 

このようなことから、今後における森林

環境譲与税の使途について、町長の考え方

をお伺いいたします。 

３点目であります。 

花壇コンクールについて。 

花壇コンクールの実施についてでありま

すが、町内においては、道路の花壇、集会

室、公園、保育園、幼稚園、学校及びその

他の公共施設や町内企業、個人の花壇等で

たくさんの花が植栽されています。 

特に、道路の花壇については、各自治会

が取り組み、町内全域にわたって花が植栽

され、町内外から好評を得ているところで

あります。 

これらのことによって、地域の環境美

化、交通安全、ごみのポイ捨て防止等に大

変役立っていると思います。 

今後において、地域における緑化意識の

高揚と、花と緑があふれる住みよい生活環

境づくりをさらに推進するため、他市町村

でも実施しています花壇コンクールを実施

して、町内を花いっぱいに推進すべきと考

えますが、町長の考え方をお伺いします。 

以上３点、よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 〔登壇〕 馬場議

員の御質問に答弁いたします。 

初めに、美幌町交流促進センター峠の湯
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びほろについてですが、峠の湯びほろにつ

きましては、年間１０万人以上の方に利用

いただいている町の主要な公共施設であり

ますが、一昨年より新型コロナウイルス感

染症拡大の影響による休業もあり、令和元

年度は１０万人を維持したものの、令和２

年度は約８万９,０００人、令和３年度は約

９万５,０００人の入浴者数となったところ

であります。 

御質問の１点目、入浴料金改定による収

益の見通しにつきましては、令和４年度の

１０月末までの入浴者数をコロナ禍前の平

成３０年度（年間約１０万８,０００人）の

同期と比較すると、約２,０００人減少して

おりますが、入浴収入は、料金改定により

同期比約７００万円の増収となっておりま

す。 

このまま推移しますと、今年度の入浴収

入は平成３０年度と比べて約９００万円の

増収を見込みますが、電気料及び燃料費の

高騰による支出が増加する見込みから、年

間の収支としては減益となる見通しであり

ます。 

また、本年４月下旬より運行を開始した

峠の湯送迎バスの往復乗車人数は、１０月

末現在延べ５１２人、本年５月中旬に福祉

風呂へ設置した介助用リフトの利用者数

は、１０月末現在実人数で約７人、本年４

月１日より実施の障がい者を対象とした入

浴料半額助成利用者数は、１０月末現在延

べ１,３２２人、今年度の入浴者数は、１０

月末現在６万３,０１９人となっておりま

す。 

２点目の源泉につきましては、令和元年

に井戸の中間層から低温の温泉水が混入し

てきたことにより自噴し、現在は３５度前

後の源泉温度となっており、令和３年に北

海道立総合研究機構地質研究所へ相談した

ところ、新たな源泉の掘削費用として約８,

０００万円かかる見込みとのことでありま

す。 

今後の対応としましては、源泉温度は下

がったものの自噴している状況であること

から、温泉の湧出を維持し、新たな掘削は

必要ないものと認識しております。 

３点目の大規模改修につきましては、温

泉設備や外壁・屋根などが考えられます

が、新型コロナウイルス感染症の影響、原

油価格や物価高騰などの状況から現時点で

今後の見通しを立てることは難しく、次期

指定管理者を公募する前までに一定の方向

性を示したいと考えております。 

４点目の指定管理料につきましては、峠

の湯びほろの管理に関する協定書におい

て、災害及び社会情勢の激変等やむを得な

い事由が生じたときは、指定管理者と協議

の上、指定管理料を変更できるものとして

おり、昨年度は原油価格高騰による燃料費

分の指定管理料を増額しておりますが、今

後も状況に応じて対応してまいりたいと考

えております。 

また、今後の指定管理料の考え方につい

てでありますが、住民サービスの維持・向

上を図り、利用者確保が図られることが必

要であることから、安定的な施設運営が図

られる最低必要経費を負担することとし、

事業計画による収入を見込んだ上で検討し

てまいりたいと考えております。 

５点目の現在の指定期間満了後における

管理運営につきましては、現時点の考えと

しまして、現在の経済情勢の中、温泉事業

者の開業を期待できないこと、また、多く

の入浴者数を維持していることから、峠の

湯びほろの運営を継続する必要があると認

識しており、今後も町民の健康増進や地域

間交流の拠点施設として活用すべきと考え

ておりますので、御理解をお願いいたしま

す。 

次に、森林環境譲与税について、本町に

おける森林環境譲与税の配分額に対する充

当事業等についてでありますが、交付初年

度の令和元年度は、今後の森林整備事業に

充てるために交付額１,５４９万１,０００

円を全額基金に積立て、令和２年度以降



 

－ 61 － 

は、同譲与税の使途に基づく活用について

制度設計を行い、当初予算において美幌町

森林環境整備事業補助金や林道修繕、天然

更新できず放置されていた土地購入費用な

どに交付額の全額を充ててまいります。 

なお、令和３年度までの森林環境譲与税

の充当額は、昨年度の国の補助配分額が増

加し、森林環境整備事業補助金の実績が当

初予算を下回った結果、交付額８,１０７万

８,０００円に対し、５１.３％の４,１５８

万６,０００円となっております。 

また、令和４年度からは、新たに美幌町

森林の担い手支援等補助金を創設し、林業

従事者及び林業事業体への小型林業機械購

入補助を行っているほか、林業従事者への

就業支援も行う予定であります。 

今後につきましても、森林環境譲与税を

活用して、林業従事者の担い手不足対策や

作業環境整備に対する支援、人材育成、木

材利用の促進など、関係機関等の意見を伺

いながら進めてまいりたいと考えておりま

す。 

次に、花壇コンクールについてですが、

美幌町の環境緑化の現状につきましては、

町民の皆様の御協力により、公共施設や自

治会内の花壇、道路の植樹ますなどでたく

さんの花が植えられ、環境美化に多大な貢

献をしていただいております。 

町としては、毎年約８万本以上の花苗を

希望される自治会や公共施設に無償配布さ

せていただいているほか、駅前花壇の植栽

や、近年は、国道３９号沿いの日産自動車

前の旧国道跡地への植栽作業などにも協力

させていただいているところであります。 

また、日頃より町内の花による景観づく

りに御尽力いただいている美幌町フラワー

マスター連絡協議会の主催により「花のあ

る庭写真展」を毎年開催していただき、地

域や家庭における緑化意識の向上にもつな

がっていると考えております。 

御質問の花壇コンクールの実施について

は、北見市をはじめ道内各地で開催されて

いるところですが、開催の方法や実施主

体、対象とする花壇や審査方法などについ

て、美幌町フラワーマスター連絡協議会か

らも御意見をいただきながら、今後、調

査・研究してまいりたいと考えております

ので、よろしくお願いいたします。 

以上、答弁いたしましたので、どうぞよ

ろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） １３番馬場博美さ

ん。 

○１３番（馬場博美君） それでは順次、

再質問させていただきます。 

最初に、美幌町交流促進センター峠の湯

びほろについてであります。 

一つ目の入浴料金改定による収益の見通

しについては、令和４年度１０月末の入浴

者数は６万３,０１９人と、平成３０年度に

比べて２,０００人減少しているということ

ですが、今年度より入浴料金を大人５００

円から６００円などに改定し、今年度末の

入浴収入は９００万円の増収を見込まれて

いると答弁されております。 

そこで「電気料及び燃料費の高騰により

支出が増加する見込みから、年間の収支と

しては減益となる見通し」との答弁です

が、今年度末、年間の収支の見通しについ

て、例えば、平成３０年度と比べてどのぐ

らいの見通しを予想しているのか、分かれ

ば教えていただきたいと思います。 

○議長（大原 昇君） 商工観光課長。 

○商工観光課長（影山俊幸君） ただいま

の平成３０年度と比べた令和４年度の収支

見込みという御質問でございますけれど

も、平成３０年度の収支がマイナス１,７２

７万４,０００円でございます。 

そこから、令和４年度の収支見込みはマ

イナス１,４９８万９,０００円と見込んで

ございます。 

よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） １３番馬場博美さ

ん。 

○１３番（馬場博美君） 平成３０年度１,
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７２７万４,０００円の赤字に対して、今年

度は１,５００万円ぐらいの赤字になる見込

みだということについては、説明で分かり

ました。 

次に、答弁にもありますが、本年４月下

旬より運行を開始した峠の湯送迎バスの乗

車人数は、１０月末現在で延べ５１２人、

１か月平均で約８５人が利用され、また、

４月１日より実施の障がい者を対象とした

入浴料半額助成利用者数は、１０月末現在

で１，３２２人と、１か月平均で約１８８

人が利用されている状況であり、入浴者の

増加にもつながっていると思います。 

今後、峠の湯びほろの指定管理者の経営

収支の赤字を少しでも減少させるため、さ

らに入浴者の増加に向けた町としての具体

的な対策について、町長の考え方をお伺い

いたします。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 当初、入浴料を上

げさせていただいたことで、入浴される方

が減るのではないかという予測はしており

ましたけれども、今回答弁させていただい

たとおり、平成３０年ですからコロナ前の

人数と比較して、私は非常に善戦している

かなと思っております。 

ですから、入浴料を上げたことによって

入浴者数が峠の湯から離れたということで

は意外とないのかなと思っています。 

皆さんに来ていただいていることに対し

て本当に感謝しております。 

今回質問されましたけれども、いろいろ

な送迎とか、障がいの方々、それから福祉

風呂をやることで、それなりの人数も来て

いただいているということであります。 

まず、入浴者数を増やすためには、通常

で来ていただける部分、それから施策的に

新たに実施してきたこと、こうした制度を

つくりましたとか、送迎がありますという

ことをより知ってもらえる努力をしていく

必要があるのかなと思っております。 

また、直接入浴者の増加に関わる話では

ない部分もあり、全てができているわけで

はないのですけれども、峠の湯でちょっと

したミニイベントをして、お客様に来てい

ただいて、できればそのまま入浴、それか

ら食堂を利用していただくということもい

ろいろやっています。 

そのことに対して、町としても担当者が

応援しているという状況でありますので、

御理解いただきたいと思っております。 

○議長（大原 昇君） １３番馬場博美さ

ん。 

○１３番（馬場博美君） 一つは、今まで

のこうした送迎バスのＰＲあるいは障がい

者を対象とした半額助成制度のＰＲ、町長

が言われたミニイベントということだと思

いますけれども、このような地域、都橋の

方に、会合とかで使っていただけるような

工夫をしていただければなと思います。 

今回はコロナの関係で利用できないです

けれども、当時私も担当していましたが、

役場で何か会議があるときなど、そのよう

な場でも使っていただきたいなと思いまし

た。 

これからも峠の湯びほろについて、中に

入って右側のような空いているスペースも

ありますので、指定管理者と打合せをしな

がら、進めていただきたいと思います。 

それでは、二つ目についてお伺いしま

す。 

二つ目の源泉については、答弁にもあり

ましたけれども、令和元年に井戸の中間層

から低温の温泉水が混入してきたことによ

り自噴し、現在３５度前後の源泉温度とな

っており、温泉の湧出を維持し新たな掘削

は必要ないということですが、本当に３５

度でいいのかということですね。 

例えば、現在の源泉は２６年間使ってい

ますので、今後何年ぐらい現状の中ででき

るのか。 

私がいるときもそうだったのですけれ

ど、道立総合研究機構地質研究所の判断も

聞いて町が判断した経過もありますので、
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道立総合研究機構地質研究所の判断を含

め、お伺いしたいと思います。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 源泉の考え方です

けれども、今後どのくらいもつかというの

は、なかなか予想が難しいのかなと思って

います。 

御相談したときに、あとどのくらいもつ

のかなという話も率直に聞いてみます。 

ひょっとしたら明日止まるかもしれない

し、それは言い切れないというか、本音の

話をすれば、あの温泉をもう一本掘ること

ができれば一番いいのかなと思ってはいる

のです。 

ただ、費用の問題とか、あとはあの敷地

内で同じ温泉層の部分、同類のものでやっ

たとしても余り意味がないとなった場合

に、温泉源として確保できるかということ

もいろいろ相談させていただいて、敷地が

そんなに広いわけではないので、近くとい

うことはちょっと難しいところもあるよね

ということも聞いております。 

そうした中でいけば、今の源泉が止まら

ないようにということを祈って使うしかな

いのかなというのが本音であります。 

公共は分かりませんけれども、多分、温

泉施設を持っているところというのは、必

ず源泉を２本用意している。 

当然、止まった場合にどうするというと

きのためにそのようなやり方をしています

が、私どもの施設においてはなかなかそこ

までできるような状況ではないと、今のと

ころ私はそう判断しております。 

それから、温泉については確かにちょっ

と温度が低いですが、何に一番使っている

かというと、温泉源というよりも洗い水と

いうか。 

もし間違っていたら多分担当が指摘して

くれると思うのですが、約１０トンの水を

加温して洗い水に使っていて、その温度を

上げるための熱源に使っています。 

このシステムをしっかり考えれば、温泉

に入るという部分の熱源としての加温とい

うのは、そんなに負担になっていないのか

なと理解しているところであります。 

○議長（大原 昇君） １３番馬場博美さ

ん。 

○１３番（馬場博美君） 町長は「温泉の

湧出を維持し新たな掘削は必要ない」とい

うことで、１回目に御答弁されています。 

３５度でいいのかどうかということもあ

りますけれども、当面はそのような考え方

だと思いますので、今後、できれば道立総

合研究機構地質研究所にも聞いて、再度、

細かいデータを取った中での判断も必要か

なと思います。 

当面については、掘削は必要ないという

ことで理解いたしました。 

それでは、三つ目に移らせていただきま

す。 

大規模改修の考え方について、町長は

「現段階においては、今後の見通しを立て

ることは難しく、次期指定管理者を公募す

るまでに一定の方向性を示したい」と答弁

されています。実は、私は現地を確認させ

ていただきましたが、特に、外壁の破損が

ひどい状況にあり、本当に抜本的な改修が

必要ではないかと思いました。 

資料等で見ますと、過去にも外壁、屋根

の修繕費用にかかる経費も算出されている

と思いますけれども、改めてお伺いしま

す。 

この抜本的な改修には多額の費用がかか

ると思われますが、外壁それから屋根、温

泉設備等の修繕費用はおよそどのぐらいか

かるのか、伺います。 

○議長（大原 昇君） 商工観光課長。 

○商工観光課長（影山俊幸君） ただいま

の峠の湯の外壁、屋根などの大規模改修の

費用につきまして、お答えさせていただき

ます。 

平成２９年度に改修等の調査を検討した

結果、スペックが高い、中くらい、最低限

ということで３段階の費用を見積もってご
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ざいます。当時の見積額で、およそでござ

いますが、スペックが高いのが４億５,００

０万円、スペックの中が３億６,０００万

円、スペックの最低限が２億２,０００万円

となってございます。 

よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） １３番馬場博美さ

ん。 

○１３番（馬場博美君） 今、課長から答

弁いただきましたとおり、高いものであれ

ば４億５,０００万円、あるいは一番下ので

あれば２億２,０００万円ということであり

ます。これだけ多額の費用がかかるのであ

れば、一つの考え方として、もう少しコン

パクトに新たに建て替える、４億５,０００

万円もかかるのであれば、建て替えるとい

う考え方はどうなのか、町長の考え方をお

伺いしたいと思います。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 建て替えるという

ところまでの気持ちは、そこまで強く思っ

ていないのですね。 

当時の状況を振り返りますと、私が町長

になったときに、峠の湯を今の状態からい

ろいろ改修するとこれだけかかるというこ

とは、皆様に公表されていたのです。 

それは、今言ったようにフルスペックで

とか、ただ、余りにも額が大きかったこと

もあって、検証としてそのような話がきち

んとされているのかというのは、非常に疑

問でありました。 

ですから、私も町長になってからいろい

ろ見させていただいたものもありました

し、今は地元でそうした施設はやめてしま

いましたけれども、そうした施設を使って

新たな民間の動きもあったりして、全てが

峠の湯という見方になかったこともありま

した。 

一つの判断をどうするということでいけ

ば、今後、峠の湯についてどうするかをき

ちんとしっかり考えていきたいという話を

皆さんにさせていただいたのが現実です。 

今となれば、峠の湯しかない中におい

て、峠の湯は町民の方が楽しみにしている

ので維持はすべきだと思うのです。 

しかし、今の大きさでの改修であるの

で、それを同じ形で改修して維持すること

に疑問であるということは、馬場議員が感

じていることと同じなのですけれど、コン

パクトに建て替えたらという話になったと

きに、はい、そうですねというのは、今の

段階で私が発言することは差し控えたいと

いうか、疑問を持っていることは確かで

す。 

ただ、何とか少しでも大きなお金をかけ

ずに、使えるだけ使える方法はないのかな

と、真剣に悩んでいることは事実でありま

す。 

○議長（大原 昇君） １３番馬場博美さ

ん。 

○１３番（馬場博美君） 今の町長の御答

弁の中で費用がたくさんかかると、私も同

感であります。 

その中で、今現在の建物をそのままやる

のではなくて、コンパクトに小さく建てた

ら、もっと費用が少なく終わるような感じ

もします。 

そうしたことも今後、この４年間、いや

３年間ですか、ぜひ検討していただきたい

と。 

ただ、現実として建物が本当にひどくな

っています。 

やはり安全な対策を講じなければならな

いと考えていますので、できるだけ早くそ

の方向性は必要かなと思います。 

そこで具体的に、峠の湯の中で疑問に思

ったことがありましたので、教えていただ

きたいと思います。 

この峠の湯びほろについて、耐震診断は

必要な場所なのか、それとも耐震診断はさ

れているのかを伺います。 

あわせて、一番関心があるのが入浴室の

ドームの天井の安全性について、かなり高

い天井になるので定期的に点検しているの
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か、この２点をお伺いします。 

○議長（大原 昇君） 商工観光課長。 

○商工観光課長（影山俊幸君） ただいま

の耐震性の検査について、必要なものかど

うかも含めてという御質問が一つ目という

ことでありますけれども、耐震性の検査を

実施したかどうかというのは、今現在把握

してございません。申し訳ございません。 

それから、ドームの安全性についての定

期点検ということですけれども、こちらに

つきましては、以前、ドームの中を拭いて

ウレタンを塗装するという改修にあわせ

て、確か簡易的な検査だと思いますけれど

も、検査を実施したのではないのかなと記

憶してございます。 

ただ、定期的にという意味合いでは、建

築基準法に基づいた定期点検を１年に１

回、峠の湯の施設としてやってございます

ので、よろしくお願いしたいと思います。 

○議長（大原 昇君） １３番馬場博美さ

ん。 

○１３番（馬場博美君） 分かりました。 

耐震診断の話はちょっと後で私も調べて

みます。 

それで、入浴客の方にお伺いしますと、

やはり一番心配なのが天井はどうなのかな

ということです。 

これについては過去にも簡易検査をやっ

たということでありますが、私は、ある程

度の期間を決めて、定期的にやる必要があ

るのではないかと思います。 

今後、この点についてもぜひ実施してい

ただきたいと思います。 

それと、またちょっと細かい話なのです

けれども、道央環境センターから、入浴室

の屋根以外は自前で塗装しているという話

をお伺いしました。 

入浴室の屋根については何年か前にやっ

たと思うのですけれども、かなり経過して

いる状況の中で、これについては今後、町

で塗装をすべきと私は思います。 

そのことも含めて、やれる塗装について

は早急に対応すべきかなと思います。 

あわせて、修繕が必要な箇所について、

私は、安全管理上、費用がかかっても町で

修繕すべきと考えますが、この２点につい

てお伺いしたいと思います。 

○議長（大原 昇君） 商工観光課長。 

○商工観光課長（影山俊幸君） ただいま

の安全性を担保するということでの修繕を

早急にということ、その負担を町でという

ことでございます。 

議員おっしゃられますように、日々、道

央環境センターに自前で点検をしていただ

きまして、利用者の方々に安全に入浴して

いただく状況を提供していただいておりま

す。 

そうした日々の点検部分の予防保全に努

めていただいておりまして、ありがたいこ

とに御利用者からの苦情というのも非常に

少ないと、指定管理者から伺っておりま

す。 

議員おっしゃられますように、屋根の部

分、壁の部分について大規模改修をしなけ

ればならない状況ということになると、施

設を休館しなければならない状況がどうし

ても発生します。 

大規模改修の場合ですと、令和８年度か

らの指定管理の公募をかける前段の時期

に、１年間なのかは分からないですがある

程度休館をして、その間に施設を改修する

ということが発生するかと思います。 

そのようなことを考えたときに、まずは

屋根の塗装ですとか、危険な状況だという

ことになってからでは遅いので、本当に塗

装しなければならないところなど、ある程

度の点検を進めながら、必要なものについ

ては修繕をしていきたいと考えております

ので、よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） １３番馬場博美さ

ん。 

○１３番（馬場博美君） 本当に安全管理

上、修繕が必要な箇所については、課長が

答弁されたとおり実施していただきたいと
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思います。 

屋根の部分についてもかなり塗装がひど

い状態になっていますので、早急な対応が

必要と思われます。 

次に、四つ目の指定管理料についてであ

りますけれども、協定書の中で災害、社会

情勢の激変等やむを得ない事由が生じたと

きは、指定管理料を変更できるとされてお

り、今後も状況に応じて対応してまいりた

いということで、燃料費と電気料について

は、今定例会において指定管理料９６０万

円の増額補正予算が提案されています。 

このことについては理解しますけれど

も、質問にも書きましたが、北海道の最低

賃金が令和４年１０月２日より３１円アッ

プされ、１時間９２０円となっており、従

業員は２０人以上もいます。そのような中

で、指定管理者の負担は増加しています。 

また、ウクライナの関係で物価も高騰し

ており、今年において指定管理料はかなり

の負担増になっていると思います。 

燃料費、それから電気料等は今回出てい

ますけれども、過去の経過をちょっと調べ

てみました。 

平成３０年度に指定管理料を９５０万円

から１,３００万円に見直す中では、最低賃

金のアップ分も含まれていた経過でありま

す。 

今年度においても、私は指定管理料を増

額すべきと考えますが、町長の考え方をお

伺いいたします。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 指定管理料につい

て、今回受けていただくに当たっての算出

資料が今ないので、細かいところまで踏み

込むことができないかもしれませんが、今

年というか、この何年かについて普通の状

況と違うというのは、コロナ禍であった

り、それから途中でロシアのウクライナ侵

攻とかがあって変わってきている部分につ

いては、峠の湯だけではなくて、一般社会

全体の動きの中で、そうしたことも含めた

バランスを見た中でどうするという判断を

していかなければならないのかなと思って

おります。 

指定管理業者に甘えっ放しということで

はないのですけれども、その辺はしっかり

と今までの算出、それから先ほど言われた

最低賃金とかの取扱いも含めて、再度中身

を見せていただいた中で、総合的にどうす

るという判断をさせていただきたいと考え

ております。 

○議長（大原 昇君） １３番馬場博美さ

ん。 

○１３番（馬場博美君） 分かりました。 

今後の指定管理の考え方についてであり

ますけれども、まずは、指定管理者制度を

導入した平成１８年度から令和３年度まで

の１６年間の収支赤字の累計が約１億６,６

８６万２,０００円、年間１,０００万以上

の赤字になっていると。 

例えば、町で直接管理運営をしていた

ら、これ以上の赤字になっていたと私は思

います。 

この赤字累計の１億６,６８６万２,００

０円について、町長はどのように受け止

め、考えられているのか。 

まず、町長の考え方をお伺いします。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 累計でという収支

であります。それで１億６,８００万円とい

う出し方なのですね。 

赤字が全て町から支出されていて、トー

タルでこれだけかかり、これからも赤字が

どんどん増えてこのようになっていくの

で、皆さんどうですかという問いかけはで

きるのかなと私は思います。 

しかし、これはあくまでも直営の部分と

いうよりも、指定管理業者にお願いしたと

きのそれぞれの会社の赤字分の累計であり

ます。 

ですから、中にはまだまだ赤字分が少な

いところもありますし、逆に、今の会社に

おいての経営方針としてちょっと踏み込め
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ないところもあります。 

このような言い方は変なのですけれど

も、例えば、町が直接管理するのであれ

ば、差引き、収支の分では差が出ないよう

に運営できるかもしれません。 

しかし、会社の一つの考え方としては、

例えば、雇用面で大変な状況でもしっかり

雇用をしていきたいとか、それから今、食

堂部門では大変な思いをしていても、そこ

にかかる人件費について、普通であれば大

変だからその方の雇用を外すということは

できるのですけれど、そのようなこともし

ないでしっかりよくなる、何とかこの赤字

を埋めたいという努力を自分達もして、結

果的にこれだけの金額が出る部分があった

りしています。 

なかなかそこまでは町として踏み込めな

い部分があるので、トータル的に１億６,０

００万円がどうだと言われても、累計でこ

のようになったことに対して、現実として

は認めますけれども、町として毎年毎年の

取扱いをきちんと受け止めた中でどうする

という判断をすることが、一番正しい方法

ではないかなと思っております。 

○議長（大原 昇君） １３番馬場博美さ

ん。 

○１３番（馬場博美君） 私は、この１億

６,６００万円、業者は今回で３社目ですけ

れども、非常に重い判断をしています。 

やはり、非常に厳しい状況の中で指定管

理を請け負ってやられているなと、私は受

け止めています。 

今、町長から指定管理者の経営方針とし

て町は踏み込めないという話もありました

けれども、これだけ指定管理者が負担して

いることについては、私は深く思い留めて

いるところであります。 

時間がありませんので次に移りますけれ

ども、令和４年度からの指定管理料、年間

１,３００万円については、令和４年度当初

予算における説明を聞いた中では、どうも

過去の指定管理の積算と違って、レストラ

ン部分が指定管理料の算定に含まれていな

いように思われます。 

指定管理料に含まれていないということ

であれば、入浴収入は飲食とセットの売上

げが受注件数の半数以上を示しているのが

実態であり、飲食部門と切り離すと必然的

に入浴者数が減り、入浴収入もマイナスに

なると思います。 

レストラン部分を含めて全体の中で経営

収支がどのようになっているかということ

も、一つの判断材料になるかと私は思いま

す。 

前回、道央環境センターが管理運営して

いた平成３０年度から令和３年度までの４

年間の収支赤字は６，６１６万５，０００

円、これは最高の額だと思います。 

私は１億６,０００万円の話をしましたけ

れども、そのような赤字が続くと、安定的

な施設運営ができないと思われます。 

そのことについて、先ほど言った最低賃

金についても含めて、今後、総合的に町長

が検討されるということではありますけれ

ども、あわせて、入浴のレストラン部分を

含めた全体的なことを検討していただきた

いと思いますが、町長の考え方をお伺いし

ます。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 峠の湯をどのよう

に管理運営するかということは、今までは

どちらかというと直営というやり方をして

きた中で、民間の力を借りてということで

指定管理制度を導入いたしました。 

その中において、提案してこられる方が

どのような考え方でそこをきちんと管理す

るかということに対して、町としては最低

この部分だけはきちんと補填しますという

話だと思うのですね。 

ですから、提案された業者のスタイルに

合わせて町は支出すべきという考え方を、

私はそんなに持っていないのです。 

今、指定管理をされている業者について

は本当に努力をされていて、いろいろなチ
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ャレンジをしていただいていますし、施設

の中身のことまで関わって、こう操作、改

修、改良すれば燃料費が下がるとかいろい

ろやられています。 

そのことに対してはすごく評価していま

すし、すごく感謝をしていることはしてい

るのですけれども、今の状況で赤字になっ

ている部分を少しでも町が補填するという

努力はしますが、赤字だからこれだけのも

のを全部出していくという考えは余り持っ

ていない状況であります。 

今、指定管理をする中で、温泉を維持す

るためにどのようにしたいかということに

対してのフォローというか、例えば、食堂

は一つの戦略として重要なポイントだよと

いうことで今の会社が押さえているのであ

れば、それに対する人をどう増やすかと

か、そのようなことに対してはどんどん町

として、また、皆さんと協力して収入を上

げさせる。 

そのようなことに全力で取り組むべきで

あると思いますし、私もそうしたことには

努力していきたいと思っております。 

○議長（大原 昇君） １３番馬場博美さ

ん。 

○１３番（馬場博美君） 町長の御答弁の

中で、赤字になるから負担してということ

を私は言っているつもりはありません。 

先ほど、基本的な指定管理料の積算の根

拠がありましたが、入浴原価あるいは損益

分岐点、最低賃金上昇分、燃料高騰分、そ

れと全体的な損益分岐点あるいは入浴原価

の中で、レストラン部分を入れて判断すべ

きという判断をしているところでありま

す。 

どうも令和４年度の１,３００万円の算定

に当たっては、入浴原価、損益分岐点、最

低賃金の分については加味されていないと

私は思っています。 

算定に当たっての基本的な考え方につい

ては今までの経過がありますので、ぜひ今

後も徹底していただきたいという思いで言

いましたが、再度、町長の答弁をお願いい

たします。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 今、算出の考え方

を説明いただきましたけれども、私として

はそれがそのとおりだということに疑念が

残るところもあります。 

ただ、繰り返しますけれども、今しっか

り管理いただいていること、努力されてい

ることに対しては敬意を表しております

し、これからも可能な限り収益が上がるよ

う協力していきたいと思っております。 

○議長（大原 昇君） １３番馬場博美さ

ん。 

○１３番（馬場博美君） 指定管理料の基

本的な考え方がありますので、損益分岐

点、入浴原価に沿って、今後も適正な指定

管理料の積算に対応していただきたいと思

います。 

最後、五つ目になります。 

町長は、指定期間満了後における管理運

営については、現時点として現在の経済情

勢の中、温泉事業者の開業が期待できない

こと、また、多くの入浴者数を維持してい

ることから、峠の湯びほろの運営を継続す

る必要があると認識しており、今後も町民

の健康増進や地域間交流の拠点施設として

考えているということでありました。 

これから継続するという考え方の御答弁

をいただきましたので、峠の湯の運営を継

続する必要があると認識しているのであれ

ば、先ほど私は言いましたけれども、大規

模改修あるいはコンパクトな建て替えをす

る考えについて、早期に対応すべきかと考

えますが、再度、町長の考え方をお伺いし

ます。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 峠の湯を維持する

というよりも、今の温泉施設を町民が望ん

でいるということで、それは何とか確保し

なければいけないということがベースであ

ります。 
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現実としては今、峠の湯がありまして、

それをどうするかという話だと思うのです

ね。 

ですから、皆さんがこれを末永く希望す

るとなったときに、多額な投資をすること

を企画すると、先ほど御提案のあった新た

につくり直すということも考えていく必要

が出てくるかなと思っております。 

現時点で、使えるのであれば今の施設を

できるだけ長く使うことを前提に、空きス

ペースとか、使っていない施設をどう使っ

ていけるかとか、いろいろなことを担当と

協議しております。 

そうした利用があれば当然、収入も増え

ますし、今、委託されているところの役割

が幅広くなったことによって、経営もよく

なるということを主眼に、きちんとやる必

要があるのかなと思っています。 

ですから、最後に書きましたけれど、今

の温泉は町民の健康増進だけではなくて、

例えば、地域の観光とかという切り口の中

での拠点にするとか、いろいろな考え方を

担当と協議しております。 

そうしたことを実施することによって、

峠の湯というものが皆さんに愛されてその

価値が出てきますし、逆に今、委託を受け

ている業者にとっては、収入がどんどん増

える可能性があると思っている状況であり

ます。 

○議長（大原 昇君） １３番馬場博美さ

ん。 

○１３番（馬場博美君） 繰り返しになり

ますけれども、本当に継続すると、拠点施

設として活用するということであれば、建

物等もかなり傷んできていますので、大規

模改修あるいは根本的な建て替えについて

は、早急に検討していただきたいと思いま

す。 

次に、ちょっと時間がありませんので、

２点目のうち一つだけ伺います。 

森林環境譲与税の使途については分かり

ました。その中で、今年度から新たに取り

組んでいる森林の担い手育成支援事業につ

いても、まさしくそのとおりだと思いま

す。 

私も森林組合を訪問して一番の課題は何

かと伺いますと、就業者の高齢化が進む

中、新規就業者の確保や林業従事者の安定

の確保、こうした施策は喫緊の課題であ

り、これについては、町として支援・対策

をしていただきたいということでありま

す。 

そこで、介護職員初任者研修、介護福祉

士実務者研修の補助を町でしていますけれ

ども、例えば、森林の担い手就業支援で、

チェーンソー、刈払機、それから重機など

の建設機械、車両系の伐出機械、玉掛けと

か、そうした資格取得に対する補助を行え

ば、雇用の安定あるいは新規就業者の確保

につながると思いますけれども、このこと

についての町長の考え方をお伺いします。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 今、御質問があり

ました林業に関わる担い手の確保が一番大

切なことだと、私どもも思っています。 

今回の事業を進めている中にあるのは、

事業の定期的な安定性とかを考えるとこう

した事業をやっていこうと。 

繰り返しますけれども、その根底は担い

手対策ということで、いろいろな方策、提

案いただいたことも含めて今やっているも

のもありますし、検討しているものありま

すので、進めていきたいと思います。 

○議長（大原 昇君） これで、１３番馬

場博美さんの一般質問を終わります。 

暫時休憩します。 

再開は１１時１５分といたします。 

午前１１時 ２分 休憩 

――――――――――――――――――― 

午前１１時１５分 再開 

○議長（大原 昇君） 休憩前に引き続き

会議を開きます。 

通告順により発言を許します。 

７番坂田美栄子さん。 
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○７番（坂田美栄子君） 〔登壇〕 私

は、大きく３点について質問させていただ

きます。 

まず最初に、オンライン授業の取組につ

いてということですが、北海道における新

型コロナウイルス感染者数は、東京都に次

いで過去最多となっており、増加傾向が続

いています。 

本町においても子供たちの感染が急増

し、小中学校で学級・学校閉鎖の措置がと

られています。 

そのような中で、児童・生徒に１台ずつ

タブレット端末が整備されていますが、オ

ンライン授業の取組状況と今後の課題につ

いてお伺いいたします。 

２点目です。 

美幌町障がい者活躍推進計画について。 

全ての国の機関及び地方公共団体の機関

は、障害者の雇用の促進等に関する法律に

基づき「障害者活躍推進計画」を作成し、

公表するとともに、勤務する職員の一定割

合以上の対象障がい者を任用することが義

務づけられています。 

民間企業の法定雇用率は２.３％ですが、

国や地方公共団体は２.６％、都道府県など

の教育委員会は２.５％と定められていま

す。 

美幌町における雇用率は、令和元年６月

１日現在で、町長部局が２.５５％、教育委

員会が１.２０％となっておりましたが、現

状と今後の取組についてお伺いいたしま

す。 

３点目は、町長の政治姿勢について。 

まず一つ目は、低年齢児保育についてで

す。 

町長の公約に「安心して子育てできる支

援の強化」「ゼロ歳児保育の充実（時間

外・定数増）」が掲げられています。 

ゼロ歳児保育については、２か所の認定

こども園により定数増となりました。 

生まれてくる子供の数は減少傾向にあり

ますが、共働き家庭の増加に伴い子育てを

サポートする体制の拡充が必要と考えま

す。 

現在、待機児童はいないと言われていま

すが、低年齢児保育の受入れについての考

え方をお伺いします。 

二つ目は、自治会活動支援について。 

少子高齢化の急速な進行を背景として地

域の課題が複雑・多様化する中、自治会の

重要性はますます高まってきています。 

その一方で、自治会の加入率は低下傾向

にあり、役員の高齢化・担い手不足が多く

の自治会の課題となっています。 

町長の公約に「地域のつながり、活力と

絆のある自治会づくりの支援」が掲げられ

ています。 

高齢者や子供の見守り、地域の環境維持

や防犯・防災など様々な活動を担っている

自治会に対し、どのように関わってこられ

たのか、また、今後の支援策についてお伺

いします。 

以上、よろしくお願いします。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 〔登壇〕 坂田議

員の御質問に答弁いたします。 

なお、教育行政につきましては、後ほど

教育長から答弁いたします。 

まず、福祉行政についてですが、本町に

おける障がい者雇用につきましては、令和

２年３月に策定しました「美幌町障がい者

活躍推進計画」に基づき、障がいのある職

員を含む全ての職員が、働きやすい職場づ

くりに向けて取り組んでいるところであ

り、併せて令和６年６月１日までに、障が

い者の雇用率を目標の２.６％に達するた

め、雇用の促進に努めております。 

令和４年６月１日現在の障がい者の雇用

人数につきましては、町長部局が５名、教

育委員会が１名の計６名の雇用となってお

りますが、本町の場合、雇用率の算定に当

たっては、町長部局と教育委員会部局を合

算した特例認定を適用できることから、目

標値２.６％を達成するためには、２名の雇
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用が必要な状況であります。 

雇用の実現を図るためには、応募に向け

「勤務したい」と思える環境整備が重要で

あることから、障がい者が持つ障がい特性

や能力、希望等を把握するとともに、それ

ぞれの特性に合わせた業務内容や勤務時間

（パート勤務やフレックス勤務）など、多

様な雇用形態による勤務についても現在検

討している状況であります。 

雇用率の達成はもとより、障がいのある

方を含め全ての職員が働きやすい環境づく

りに努めるとともに、障がい者それぞれの

特性を生かされ、活躍できる職場づくりに

取り組んでまいりたいと考えておりますの

で、御理解のほどよろしくお願いいたしま

す。 

次に、町長の政治姿勢について。 

１点目の低年齢児保育についてでありま

すが、現在、本町においてゼロ歳児保育を

実施している施設は、私立認定こども園の

２施設、認可外保育園の合計３施設で実施

しており、１１月１日現在の状況では、２

１名の園児が在籍しております。 

現在、町内においては、ゼロ歳児保育の

待機児童はいない状況ではありますが、保

育所等を利用していない未就園児（非在籍

園児）の家庭及び児童を対象として、通院

や出産などの緊急時や就労または育児疲れ

による保護者の心理的・身体的負担を軽減

するため、満６か月児からの低年齢児の一

時預かり事業を子育て支援センターにおい

て実施しており、子育てのサポートを行っ

ております。 

今後、共働き家庭など、働きながら子育

てをしたいという家庭や子育てに関する相

談、アドバイス等のニーズが高まることが

考えられることから、低年齢児保育の在り

方について、民間の施設とも協議しなが

ら、引き続き進めてまいりたいと考えてお

りますので、御理解のほどよろしくお願い

いたします。 

２点目の自治会活動支援についてであり

ますが、自治会は、様々な地域課題に対

し、地域や人との絆、つながりによって助

け合い、住民の相互協力によって、主体的

かつ自主的に解決を図ることを目的に活動

されています。 

このような自治会の活動目的は、地域コ

ミュニティーの形成に重要な役割を担って

いるものと認識しております。 

これまで、自治会活動に携わる、より多

くの皆様と積極的に意見交換を行うため、

各自治会との懇談会を地区ごとに開催させ

ていただき、それぞれの地域において直面

する課題などの共有を図ってきたところで

あります。 

そして、それぞれの地域で行われている

主体的かつ自主的な活動について、十分認

識することに努め、それらの活動をしっか

りと尊重することで、行政だけでなく、む

しろ住民自身が地域社会を担い、行政と住

民が互いに対等なパートナーとして共に協

力する官民協働の地域づくりが重要である

と、改めて認識したところであります。 

とりわけ、社会が様々な変容に迫られて

いる中、自治会加入率の低下や担い手不足

などが、各地域における共通の直面する課

題です。 

今後におきましても、自治会に対する理

解や関心を深めるための広報・啓発活動に

関する施策など、加入促進支援につながる

施策をさらに積極的に実施し、引き続き自

治会連合会などとも意見交換を行い、自主

的活動の側面的な支援をしっかり行ってま

いりたいと考えておりますので、御理解い

ただきますようお願いいたします。 

以上、答弁いたしましたので、よろしく

お願いいたします。 

○議長（大原 昇君） 教育長。 

○教育長（矢萩 浩君） 〔登壇〕 坂田

議員の御質問にお答えいたします。 

新型コロナウイルス感染症は、全国的に

増加して第８波とも言われており、美幌町

の学校現場においても例外ではなく、人数
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は低下傾向にありますが、連日のように児

童生徒・教職員が感染している状況が続い

ております。 

夏季休業が明けてから学級閉鎖・学校閉

鎖が相次いでおりますが、学校では学びの

保障のため、その都度タブレット端末を持

ち帰らせて家庭での学習の取組を実行して

おります。 

具体的には、ｅ－ライブラリによる学習

やグーグルクラスルームでの課題提示、グ

ーグルミートによるオンライン授業を実施

しております。 

また、家族の感染により児童生徒が登校

できない場合には、児童生徒と教室をオン

ラインでつないで授業に参加するといった

対応も行っているところであります。 

課題としましては、いかに児童生徒の集

中力を継続させていくかや、教員が児童生

徒の理解した様子を把握していくかなどが

挙げられます。 

これらの課題はあるものの、学習におけ

るタブレット端末の活用は、家庭での学習

に限らず様々な形での可能性を有してお

り、引き続き各学校においてタブレット端

末を活用した学びを止めない取組を着実に

実行してまいりますので、御理解をお願い

いたします。 

以上、お答えいたしました。 

どうぞよろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ７番坂田美栄子さ

ん。 

○７番（坂田美栄子君） まず最初に、オ

ンライン授業の取組についてから、再度質

問をさせていただきます。 

新型コロナは収まるどころか、拡大して

いる状況にあることは十分承知していると

思います。 

最近では、子供への感染が急速に広がっ

ています。幼稚園、保育園を含めて、小中

学校では学級閉鎖が繰り返されている状況

にあると言われておりますが、そのことに

ついても十分御承知のことと思います。 

各学校では、学びの保障のためにオンラ

イン授業を実施していることも理解してい

るところでございますが、小中学生が全て

取り組まれているのかどうか、まずはその

点についてお伺いします。 

また、オンライン授業に参加できない児

童生徒に対しては、どのような対応の仕方

をなされているのかについて、お伺いした

いと思います。 

○議長（大原 昇君） 教育部長。 

○教育部長（遠藤 明君） 御答弁申し上

げます。 

現在、１人１台端末ということで、ＧＩ

ＧＡスクール構想に取り組んでいるところ

でございまして、いろいろ課題はあります

が、先生方もそれぞれ情報共有しながら、

子供たちの学びの保障を止めないという形

で取り組んでおります。 

オンライン授業につきましても、全員が

取り組んでいるということで、私どもは認

識しているところであります。 

取り組めない子の関係で具体的にという

ことですが、恐らく取り組めていない子は

いないと私どもは認識しているところでご

ざいます。 

○議長（大原 昇君） ７番坂田美栄子さ

ん。 

○７番（坂田美栄子君） 取り組めていな

い子供はいないということなのですが、コ

ロナ感染で休校になって、クラス全体なの

か、個人なのか、はっきりした状況という

のは分からないのですけれど、受けられな

かったという話も聞いております。 

そうしたところの取組状況の確認という

のは、教育委員会としてはどのような形で

確認されているのか、お伺いいたします。 

○議長（大原 昇君） 教育部長。 

○教育部長（遠藤 明君） 御答弁申し上

げます。 

陽性者、もしくは家族が感染して濃厚接

触者として子供たちが学校に来られない場

合ですけれども、基本的に学級閉鎖となる
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場合は学校から連絡がありまして、道教委

に報告することになっており、実際にオン

ライン授業、タブレットを持たせています

かという確認が道教委からあります。 

当然、私どもはタブレットを持たせて、

例えば、クラウドを使った学習環境とか、

そのようなものもさせております。できな

かったというのは、例えば、ネットワーク

上のことなのかもしれませんし、どのよう

な状況かはちょっと把握できておりません

が、基本的には御家庭にネットワーク環境

がない場合は、ポケットＷｉ－Ｆｉとかも

貸出しておりまして、オンライン授業がで

きるような環境ではあるということは間違

いないので、御理解いただきたいと思いま

す。 

○議長（大原 昇君） ７番坂田美栄子さ

ん。 

○７番（坂田美栄子君） このオンライン

授業は、家庭に持ち帰らせて、そして、家

庭でやることにはなっているのだろうと思

うのですけれど、親の理解がなければ、な

かなか子供自体が取り組めない状況もある

のだと思います。 

それと、例えば、パソコンだとか、タブ

レットを使うことに詳しい親たちもいると

思うのですけれど、そこの家庭において利

用できなかったという話も現実に聞いてい

ますので、そうしたところの確認というの

は、絶対的に必要なのではないかと思いま

す。 

今、コロナと言われておりますけれど、

インフルエンザも一緒で、また、この休み

前、それから休み明けに学校や学級が閉鎖

されたりする可能性も出てくると考えられ

ます。 

そのためにも今からきちんと対応できな

いと、大変なことになるのではないかなと

思っています。 

親たちからそのような話が出るというこ

とは、確認されていないのかなという認識

でいるのですが、その点についてお答えで

きるものがあれば、答えていただきたいと

思います。 

○議長（大原 昇君） 教育長。 

○教育長（矢萩 浩君） ただいまのお尋

ねでございますが、コロナだとかそうした

学級閉鎖等によって、学校で授業を受けら

れないということの補完をＩＣＴ機器、タ

ブレットを持ち帰って、自宅でのオンライ

ン授業をやっているところでございます。 

また、これにつきましては、学習内容の

定着といったこともございまして、実施し

た結果、これについては学校でも確認して

いると思います。 

その辺が実際どうだったのかについて、

教育委員会としてもしっかり検証してまい

りたいと思いますので、よろしくお願いし

ます。 

○議長（大原 昇君） ７番坂田美栄子さ

ん。 

○７番（坂田美栄子君） 一番大事なとこ

ろではないかなと思います。 

答弁の中にありましたように、例えば、

ｅ－ライブラリとか、グーグルミートとか

というところであれば、子供たちは操作が

できることによって楽しい授業が受けられ

るというのと、先ほど言われたように、例

えば、感染者の自宅療養で子供がお休みし

ていたり、親が濃厚接触者であったりとい

うことで、今の感染者の自宅療養の期間だ

とか、それから濃厚接触者の自宅待機日数

がすごく短くなってきているから、その意

味では安心できるところもあります。 

ただ、やはり家庭環境によって、そうし

たオンライン授業に参加できないというこ

とがこれから起きると困るという思いがあ

ったので、今回、質問させていただきまし

た。 

学級内できちんと対応できているかとい

うところの一番大事な確認作業というのを

徹底していただけるように、学校側に連絡

すべきことではないかなと思いますので、

その点についてはいかがでしょうか。 
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○議長（大原 昇君） 教育長。 

○教育長（矢萩 浩君） 今回、このタブ

レットを持ち帰るに当たって、各家庭での

ネット環境、接続環境というのを調査した

という経過がございます。 

その中で、全くネット環境がないという

家庭は皆無に近かったと認識しておりま

す。 

しかしながら、議員おっしゃるように、

実際に持ち帰ってどのように使ったらいい

のか分からない方もいるのではないかとい

うこともありますので、そこはしっかり確

認してまいりたいと思っております。 

また、オンライン学習の内容であります

けれども、まずは、休みの間も生活習慣が

しっかり保たれるようにということで、朝

の会をやるような形になっております。 

その中で例えば、毎朝何時にタブレット

を立ち上げて接続してくださいということ

もしていますので、もし万が一、その中で

つながらない家庭がありましたら、学校と

しても各家庭には呼びかけていくのかなと

思っております。 

今回、議員おっしゃるように、夏休み明

けから類似的に学級閉鎖が続いておりま

す。 

そのような中で、各学校も学級閉鎖の回

数を重ねるごとに、欠席者に対してオンラ

イン学習をやっていますけれども、当初、

組織的になかなかスムーズにいかなかった

というのは事実であります。 

それも回数を重ねることによって、混乱

なく活用できるようになっているという状

況にございます。 

また、このことによって、保護者の方か

らは、オンラインでつながりを持つこと

で、学校に行けない間でも非常に精神的に

も助けられただとか、迅速な対応に感謝し

ているというありがたいお言葉もいただい

ておりますので、よろしくお願いいたしま

す。 

○議長（大原 昇君） ７番坂田美栄子さ

ん。 

○７番（坂田美栄子君） やはり、子供た

ちが安心してオンライン授業に参加できる

ということが、一番大事なことだと思いま

す。 

それで、今後、学校の授業展開の中でタ

ブレット端末のウエートが大きくなってく

るのかなと思います。 

例えば、ＩＣＴ活用だけが目的ではなく

て、育てるべき資質ですとか能力は、忘れ

てはならない課題の一つではないかなと思

いますので、その点についても今後しっか

り検討していただいて、子供たちにオンラ

イン授業ができるように取り組んでいただ

きたいと思います。 

二つ目ですが、障がい者活躍推進計画に

ついてです。 

令和元年に障害者雇用促進法が改正され

まして、地方公共団体による障害者活躍推

進計画の策定が義務づけられました。 

そのことにより、美幌町においても令和

２年に計画を策定されたのかなと感じてい

るところであります。 

現在の美幌町の雇用状況については、平

成２３年度に２名、平成３０年度に１名

と、その後、現在まで雇用状況は全くあり

ません。 

障がい者が持つ障がいの特性や能力、希

望と多様な雇用形態の勤務について検討し

ているということですが、どこまで検討が

進んでいるのか、お伺いいたします。 

○議長（大原 昇君） 総務部長。 

○総務部長（小室保男君） ただいまお尋

ねの件であります。 

障がい者雇用は１回目の答弁のとおり、

現在、法定雇用率２.６％を達成できていな

い状況にございます。 

現在、計画に沿って検討を進めている中

での状況ですけれども、令和６年６月、２

年後にあと２名を採用しなくては、雇用率

を上回ることができないという状況になっ

てございます。 
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このため、現時点ではまず、障がいを持

たれた方が働く上でどのような業務を担当

できるのかという整理をしております。 

誤解を恐れず言えば、雇用率を達成しよ

うと思えば、採用することで達成はできる

のですけれども、その採用をした中で、御

本人が過度なストレスを抱えることなく働

ける環境をしっかり用意しなくてはならな

いと思います。 

また、周囲の職員の理解も必要ですし、

何よりも行政サービスの低下があってはい

けないと考えてございますので、そうした

中でどのような業務をお任せするのがいい

のかということを今考えておりますけれど

も、例えば、今後デジタル化が進んでまい

りますので、役場の業務の中でパソコンの

データ入力あるいは集計作業を行う業務を

洗い出ししまして、それをまとめてお願い

する。 

あるいは、ふるさと納税での事務処理が

かなり大きなウエートを占めてきておりま

すので、そうした業務に携わっていただ

く、そのような環境を整えてお願いできる

業務を選定した中で職員を採用すると、そ

のようなことも今検討しているところであ

ります。 

また、具体的な採用に当たっては、過去

にも高等養護学校を訪問して、実際に働い

ていただける生徒さんはいらっしゃるのか

どうかと伺ったこともありますので、こう

した作業もこれから取り組んでまいりたい

と、そのように考えてございます。 

○議長（大原 昇君） ７番坂田美栄子さ

ん。 

○７番（坂田美栄子君） 今、具体的な内

容をお聞きいたしました。 

私もこの障がい者活躍推進計画を見させ

ていただきましたが、アンケート調査の結

果、それと、今後の取組内容とかいろいろ

出てはいますけれども、これが計画された

というだけでは何もならないかなと、やは

り実行していくためにはどうするのかとい

うことが、一番大きな課題かなと思ってい

ます。 

例えば、推進体制の整備の中で当然、職

場環境は改善されていくのですけれど、多

目的トイレですとか、それからスロープ、

エレベーター、休息室、そうしたものを本

当はこの新しい庁舎を建てるときに配慮し

た中できちんと整備すべきことだったので

はないかなと、改めて感じさせられまし

た。 

これから雇用するとなると、こうしたと

ころの施設整備というのもこれから準備を

していかなければいけない段階ではないか

なと思いますが、どこの時点で判断されて

整備されていくのか、その点についてはい

かがでしょうか。 

○議長（大原 昇君） 総務課長。 

○総務課長（斉藤浩司君） ただいまの御

質問でございます。 

議員おっしゃるとおり、これまで旧施設

では、障がい者の方を雇用する上ではハー

ド面とソフト面で二つ障害がありまして、

特に、スロープ、エレベーター等の課題が

ございました。 

これから障がい者の雇用に当たっては、

本町もそうですが、今までは身体障がい者

ということで捉えていました。平成３０年

度からは、精神障がい者も含めて、知的障

がい者も雇用しなければならないと。 

これから雇用していく上で障がい者の特

性に合わせたという答弁をさせていただい

ておりますが、状況を踏まえて、身体障が

い者の方でしたらそうしたフォローもして

いかなければいけませんけれども、現時点

でその障がい者の方はどのような障がい特

性を持っているか分かりませんので、その

時点で把握して必要な整備をしていきたい

と考えておりますので、よろしくお願いい

たします。 

平成３０年度が最後になりますが、実は

このときも町民会館の建設に合わせて、庁

舎は旧庁舎でしたが、新庁舎ということで
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採用した経過がございます。 

そのときにトイレの問題ですとか、バリ

アフリーの問題とか、解決できるであろう

ということで、平成３０年４月から採用さ

せていただいております。 

そうした障がい者の特性に合わせて、今

後も対応していきたいと思いますので、よ

ろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ７番坂田美栄子さ

ん。 

○７番（坂田美栄子君） 障がい者の特性

ということで、いろいろな働きかけはこれ

からなのだろうと思います。 

希望する人たちの特性によってまた違っ

てくるとは思いますが、どのような形で希

望されるか、ちょっと私たちも分かりませ

んけれども、その希望する人たちを募るた

めに、職場内、人間関係も含めて本当に優

しい環境づくりができるか、どのようなこ

とが大事になってくるかということなのだ

ろうと思います。 

どちらかというと障がいを持たれた人た

ちというのは、自分を追い込んでしまうと

いうか、人に害を与えるわけではなくて、

普通に会話していてもそれが自分のところ

に向けられて、批判されているような形で

受け止められるというものがあるので、そ

こら辺は非常に微妙なところだと思いま

す。 

職員のモラルの啓発だとか、そうしたと

ころが重点になってくるのかなとは思って

いますので、そこら辺のことも含めた上

で、対策をとっていただきたいと思いま

す。 

先ほどの総務部長からの答弁では、令和

６年６月までに２.６％達成したいというこ

とですが、現在は２.１％ですよね。 

令和６年までに２.６％を達成する可能性

というのは、十分あるのでしょうか。 

その点についてお聞かせいただけること

があれば、お聞かせください。 

○議長（大原 昇君） 総務部長。 

○総務部長（小室保男君） 今、坂田議員

から御質問いただいた点は、非常に重たい

課題だと思います。 

障がいを持たれた方と職場で、周りも含

めて一つの仕事、業務をこなしていくとい

うのは、やはり一人一人がしっかりと向き

合って、お互いに寄り添う環境を整えてい

く必要があると思っております。 

当然、障がいに対する理解が不足してい

れば、非常に好ましくない環境にもなり得

ますので、例えば、職員の研修を開いて、

障がいを持たれた方とともに働く環境をし

っかりと整えていくということも必要だろ

うと思っております。 

また、例えば、障がいを持たれた方が町

外から美幌に採用になるということになれ

ば、職場の環境は大切ですけれども、それ

以上に生活環境、新しい町に来られて生活

をするということで、いろいろな不安もあ

ろうかと思っております。 

そうしたところもしっかりケアができる

職場でなければよくないと思いますので、

そこも含めてしっかりこれから準備をして

いきたいと思っております。 

最後に、お尋ねの２.６％を達成できる可

能性というのは、当然、１００％を目指し

て取り組んでいくということになります。 

この雇用率については、ペナルティーは

ないと聞いているのですけれども、ただ、

町としては、誰もが安心して暮らせるまち

づくりを進めているわけですから、役場だ

からこそしっかりと、職場として当然に達

成できるよう取り組んでまいりたいと考え

てございます。 

○議長（大原 昇君） ７番坂田美栄子さ

ん。 

○７番（坂田美栄子君） 目標達成のため

に頑張っていただきたいとは思います。 

ただ、令和３年３月１日に法定雇用率が

０.１％、また引上げられているという情報

があります。美幌町にとってこの０.１％は

もっと重たい数字になるのかなと思うので
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すが、このことについて具体的な取組、こ

れからどのようにされていくのかというこ

とについてもお伺いいたします。 

○議長（大原 昇君） 総務課長。 

○総務課長（斉藤浩司君） ただいまの御

質問ですが、令和３年に２.５％から２.

６％に引上げられまして、情報によります

と、今後またさらに３％等に上げていくと

いう厚生労働省の考えもお伺いしておりま

す。 

これは、民間の事業所に推進している中

で、地方公共団体としても障がい者をきち

んと採用しなさいということだと理解して

おります。 

具体的な現在の取組の状況ですが、この

推進計画にありますように、先ほど部長か

らも説明しました各職場と障がい者をつな

ぐ生活相談員、推進員をきちんと要請し

て、その中でマッチングしていくというこ

とで、今年の取組でございますが、養護学

校２校の担当教諭とも協議させていただい

ております。 

コロナが明けたら、インターンシップと

か、職場訪問をして、町の紹介をさせてい

ただきたいということでお話させていただ

いております。 

また、今年、私が障がい者の生活相談員

という厚生労働省の認定を受けてまいりま

して、職場の中で雇用を生み出すのと、障

がい者とのマッチングを今後進めて、令和

６年を待たずに２名になるようしっかり進

めてまいりたいと思いますので、よろしく

お願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ７番坂田美栄子さ

ん。 

○７番（坂田美栄子君） 取組内容につい

てはしっかり受け止めました。 

美幌町役場の中でそうした人たちが一緒

に働けるということは、まちづくりについ

てもいろいろなところでの評価というのも

いただけるし、美幌に行けばそうした人た

ちが安心して働けるという環境づくりの一

因ともなりますので、しっかり取り組んで

いただきたいと思います。 

次に、ゼロ歳児保育について、お伺いい

たします。 

ゼロ歳児保育については、現在、待機児

童は全くいない状況ではありますが、低年

齢児の民間での受入れというのは定められ

ておりますので、現在の美幌町での出生数

は年々減少傾向にあると言いながらも、他

町から比べるとまだまだ期待が持てる要素

が残っているのかなと思っています。 

現在では、物価高騰によって共働きをし

たいという家庭が増えてきているのも、状

況として伺っています。 

安心して子供を預けて共働きができる保

育施設の充実が必要でありますが、民間施

設との協議という答弁ではありますけれど

も、先ほども言いましたように、民間での

ゼロ歳児保育の定数は定められておりま

す。 

保育希望者が増えてきた場合、町として

受け入れる体制、環境の整備が必要だと思

いますが、この点についてお伺いしたいと

思います。 

○議長（大原 昇君） 福祉部長。 

○福祉部長（河端 勲君） ただいまの御

質問でございます。 

議員おっしゃるとおり、共働き家庭は

年々増加している現状にございます。 

その中で、子育てをする上で負担の分担

についてうまくできていないということ

が、最も問題視されている部分として指摘

されているものもございます。 

妊娠・出産に関しましては、どうしても

女性の方への負担が大きくなってしまいま

して、さらに家事や子育ての負担につきま

しても女性サイドに偏ってしまうという傾

向がございます。 

そのような環境の中で、子供の体調など

で予定どおりに動けないですとか、自分の

時間がとれない、また、育児の悩み相談が

できないといった様々な問題も生じている
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現実もございます。 

そのような中で、町といたしましては、

１回目に答弁させていただきましたとお

り、子育て支援センターにおいて一時預か

りということで、お子様をお預かりする制

度をとってございます。 

また、そのほかに子育て世代包括支援セ

ンター「はぐのんの」で、妊娠期から子育

て期の総合相談ですとか、関係機関への調

整等々について、包括的に子育てサポート

を実践しているところでございます。 

今後につきましては、未満児の受入れに

ついて何名ということはちょっと明言でき

ないのですけれども、既存施設の効率的・

効果的な活用ですとか、民間施設とも緊密

な連携をとりながら、早急に子育てサポー

トのさらなる充実を図っていきたいと思っ

ておりますので、よろしくお願いいたしま

す。 

○議長（大原 昇君） ７番坂田美栄子さ

ん。 

○７番（坂田美栄子君） ゼロ歳児の出産

する予想計画というのも必要になってくる

のだろうと思います。 

低年齢児の保育をするに当たって、町と

してどのようにしていくかということが一

番先に求められることだと思うのですけれ

ど、これからその計画を立てていくこと。 

もう一つは、今、答弁にありましたけれ

ど、低年齢児を持つ家庭が安心して生活で

きる環境というのは、保育疲れをサポート

できる体制の充実なのです。 

例えば、通院や出産など緊急の一時預か

りというのは当然のことなのですけれど、

近所に子育て世帯がいませんし、ちょっと

した手助け、それから相談することがなか

なかできない、そうしたことで子育て疲れ

による子育て鬱というのが増えてきている

状況にあります。 

また、これはまれですが、鬱がひどくな

って自殺に追い込まれるということも例と

してはあります。 

そのようなことを考えると、しっかり子

育てサポートというのが十分に行われない

と、安心して生活できないというのも一つ

の要因かなと思います。 

今の子育てサポート、一時預かりの環境

では、まだ不十分ではないかなと思うので

すけれど、今後、そうしたサポート体制と

いうのを拡大していけるのか、その点につ

いてお伺いしたいと思います。 

○議長（大原 昇君） 福祉部長。 

○福祉部長（河端 勲君） 議員おっしゃ

るとおり、子育て期、いろいろな問題が生

じてきます。 

そのような中で、精神的に参ったりとい

う保護者の方も多々おられると伺っており

ます。 

その中で、まさに「はぐのんの」につき

ましては、そうした子育て期に関しての悩

み相談をメインにした事業でございます。 

当然、子供の健康とか、子育ての手法に

ついての悩みですとか、そうしたことを一

つの機関で解決できるものではありません

ので「はぐのんの」を一つの窓口として、

組織横断的に子育てのサポートをしていく

という意味合いのものでございます。 

ここのさらなる充実や町民の皆様にＰＲ

しながら、そうした悩み相談という部分に

ついては、解決していきたいと考えており

ますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ７番坂田美栄子さ

ん。 

○７番（坂田美栄子君） 子育てについて

は、事件としては違いますけれど、今いろ

いろなテレビのニュースでも子供の存在が

忘れられているということが大きな問題か

なと思いますので、その点についても、し

っかり子育てできる環境が大事かなと思い

ます。 

別な話になりますけれど、もう数年前に

なりますが、道職員が北見市に転勤したい

という話がありました。 

そのときに、美幌で子供を預かってくれ
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るのなら美幌に住みたいということで、親

子４人で転勤して、美幌に住んでいただき

ました。 

そして、美幌に住んで３人目を出産され

て、現在も多分、美幌に住まわれていると

思うのですけれど、そのような事例もあり

まして、若い世代にとっては、子育てしや

すい環境、それから美幌のように自然に恵

まれた環境で生活する人たちを受入れてい

く体制というのも大事なことかなと思いま

す。 

町の活性化にもつながりますし、今、そ

のようなことが話題になると、美幌に来て

住んでもらえるという人たちも増えてくる

のかなという思いもありますので、この子

育ての問題については、環境整備として先

進地の事例を見ながら、美幌ならではの取

組というのを展開していく必要があると思

います。 

特に、低年齢児保育を計画策定の中にし

っかりと盛り込んでいくということが、大

事だと思います。 

時期を逃してしまえば、どんどん増えて

いく要素というのはなくなってきますの

で、早い段階でそのようなものをきちんと

示していく必要があるのかなと思います。 

これは、町長の政治姿勢の大きな柱の一

つでもありますので、今後ともしっかりと

した取組をしていっていただきたいという

思いがあって、今回質問させていただきま

した。 

最後に、町長の考え方をお聞かせいただ

きたいと思います。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 子育て支援につい

ては、私が町長に就任させていただいた中

においては、一つの重要な事項として取り

組んできたつもりであります。 

そうした中で、美幌で子育てができるよ

うな特徴が出せていない部分、まだまだ不

備な部分があるかもしれませんけれども、

今まで皆さんから御意見をいただいたもの

については、しっかりさせていただいてい

ると思っております。 

当然、不十分だという部分については、

今後においても子育てをする本人も含め

て、そこに関わる皆さんの意見をしっかり

聞いた中で、施策反映をしていきたいと思

っております。 

私がいろいろとお約束できるのは、私の

任期中でございますので、残りの任期にお

いても子育てをする方々にとって満足でき

る、それから将来に向けてそのようなもの

を計画しなければいけないことについて

は、しっかり整理をしていきたいと思って

おります。 

○議長（大原 昇君） ７番坂田美栄子さ

ん。 

○７番（坂田美栄子君） 最後に、自治会

活動の支援について、再度質問させていた

だきます。 

自治会活動の目的につきましては、答弁

いただいたとおりです。 

人口が２万人以上のときの自治会活動

は、自治会独自で様々なイベントや活発な

活動も保障されてきましたが、近年は自治

会全体が高齢化し、行政と住民が互いに対

等なパートナーとしての地域づくりが、

年々弱体化をしてきています。 

自治会加入率も低下し、担い手不足が課

題になっているのも十分御承知のことと思

います。 

地域懇談会の中でも自治会の在り方につ

いてを話題として、大きく取上げられてい

ることも十分理解されていることと思いま

す。 

自治会に対する理解や関心を深めるため

の広報・啓発活動に関する施策や加入促進

支援につながる施策とのことであります

が、これではなかなか具体的な内容が分か

りづらいなと思いますので、できればもっ

と分かりやすい内容、取組の考え方があり

ましたら、お伺いしたいと思いますが、い

かがでしょうか。 
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○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 自治会活動につい

ては、御答弁でも書かせていただきました

し、問題については坂田議員がおっしゃる

とおりだと思います。 

自治会の方々とお話する中で、自治会活

動としてこれからどこまでやるのか、でき

るのかということをしっかり見極める時期

に来ているよということを私はお話してい

ます。 

例えば、人口も多くて、関わる人が多い

ときにイベントができている、それからこ

うしたこともできているということではな

かなか難しいのかなと思っているのです。 

また、今回、自治会で話すときに、成り

手というよりも自治会の加入率、会費の話

も含めて、例えば、その自治会の会費がど

う使われているとか、どちらかというと関

心の薄い方にどうアピールしていくかとい

うことを示す必要があるのかなと思ってお

ります。 

内閣府で社会意識に関する世論調査とい

うのを毎年やっています。令和２年度はコ

ロナでやっていないのですけれど、今まで

の傾向を見ると、現在の地域での付き合い

の程度というのは半分ぐらいなのです。 

ただ、望ましい地域の付き合いの程度と

いうのは、毎回９割を超えているのです。

ということは、根本的に皆さんは、地域と

何らかで関わるということを思っていると

いうことだと、私は理解しています。 

それが、前段言った従来型のお付き合い

なのか、ちょっと違うお付き合いなのかと

いうか。 

さきほど言ったのは９８％ぐらいいくの

ですけれど、例えば、中には挨拶をする程

度のお付き合いという方も入れてという意

味ですから、その関わり方の程度というの

は、これからの自治会活動の中で見極めた

中でのつながりをしっかりしていかなけれ

ばいけないのかなと私は思っております。 

○議長（大原 昇君） ７番坂田美栄子さ

ん。 

○７番（坂田美栄子君） そこの自治会の

関わりの認識なのですよね。 

私たちは挨拶だけでなくて、お互いに協

力できるところは協力しながら自治会活動

をやっていくという意識を持って、今まで

は関わってきていました。しかし、自治会

には入りたくないという人の話を聞いてみ

ますと、どちらかといえば、自治会に入っ

ても何のメリットもない、それからいろい

ろな仕事をお願いされるだけであれば、別

に自治会に入っていなくても何の影響もな

いという意識の持ち方が、最近は出てきて

いる状況にあります。 

例えば、今度、民生委員になってもらえ

ませんかという話をしたときに、いやその

ような面倒くさいことをやるのであれば、

自治会から退会してもいいよという話まで

出てきているのが現実としてあるのです。 

そのようなことのないように、皆さんで

協力しながらやりたいとは思っているので

すけれど、今はコロナもありますので、な

かなか総会もできない、役員会も開けない

というところで、お互いのコミュニケーシ

ョンというのがとれないのも、現実として

あるということを理解していただきたいな

と思います。 

私たちができる範囲というのはなかなか

決められていて、これ以上できないという

のがあるので、町としてどこまで支援する

ために手を貸していただけるか、手を差し

伸べてもらえるのかというところが、私た

ちとしたらポイントなのかなと思うのです

が、その点についてはいかがでしょうか。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 答弁書にも書いて

あるとおり、自治会活動自体が自主的なと

いうときに、町がどこまでというよりも、

逆に、地域の人たちがどこまで望むかとい

うことのすり合わせだと思うのですね。 

どこまで望むかというときに、現状とし

てこうだという部分の話はしてあげられる
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のかなと思っております。 

私は、いろいろ関わり方がありますよと

言ってはいますが、基本的に地域コミュニ

ティーの役割は重要だということであっ

て、その絆をしっかり強めるまちづくりを

したいというのは変わっていません。これ

からも多分変わらないと思います。 

ただ、その地域コミュニティーの関わり

方をどうしていくかと、それが従来型のや

り方では駄目ですよねということを伝えた

いだけなのです。 

今の若い人たちも、コロナ禍で自宅に籠

もることによって、非常に地域に対して興

味は持っています。 

ですから、そのような人たちに対する発

信など、従来の回覧版がいいのか、それか

らＳＮＳや何かでグループをつくってそう

したことをやったらいいのかだとか、その

ようなやり方もあります。 

あと、その関わり方も、どちらかという

と１回出てきてくれたからこの人は手伝っ

てくれるという決め方ではなくて、緩やか

なという言葉がいいかどうか分かりません

けれど、非常に言っているのは、緩やかな

つながりをどうつくっていくかというのは

大事だと思うのですね。 

時間の関係で、余り具体的に深く言いま

せんけれども、それをしっかり地域でつく

ることが大事であって、いろいろな手法が

考えられます。 

そのためには、今までやってきたことを

１回ちょっと置いておいて、新たな人たち

と何かということをみんなで考えることに

対して知恵は幾らでも貸しますし、それに

合わせて、皆さんがこのような支援をして

ほしいということであれば、財政的な支援

も含めて、私はやる考えではあります。 

○議長（大原 昇君） ７番坂田美栄子さ

ん。 

○７番（坂田美栄子君） 町長の言われる

ことはよく分かります。 

だけど、今、自治会の中でそのようにし

て皆さんで考えて行動するということが、

非常に難しいのも現実の話として理解して

いただきたいなと思います。 

たまたま新聞記事に載っていましたけれ

ど、大きな町、それから市で町内会の条例

をつくったりしているところもあります。 

条例が先行するわけではないですけれ

ど、地域のコミュニティーとして何ができ

るかというところが問題なので、それに合

わせてどうしていくかというのをある程度

知恵を出していただく、活動の基本になる

ようなところをアドバイスしてもらえた

ら、自治会の人たちは活動できる要素があ

るのではないかなと思いますので、その点

についてはいかがですか。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 今、議員おっしゃ

ったとおり、知恵として行政がいろいろな

ことを皆様方にお伝えすることは可能だと

思います。 

今、札幌市なども条例をつくったのです

けれど、都会であれば事業者が新たな一つ

のコミュニティーのメンバーとして、いろ

いろそのような形で変わってきています。 

ですから、これからは私が考えているよ

うなことも含めた、スタッフが考えている

ようなことをしっかりと地域の方々に伝え

た中で、地域の中でこのような形にしてい

くことがいいと判断したことに対して、し

っかりと支援をしてまいりたいと思ってお

ります。 

○議長（大原 昇君） これで、７番坂田

美栄子さんの一般質問を終わります。 

暫時休憩します。 

再開は１３時３０分といたします。 

午後０時１５分 休憩 

――――――――――――――――――― 

午後１時３０分 再開 

○議長（大原 昇君） 休憩前に引き続き

会議を開きます。 

通告順により発言を許します。 

６番伊藤伸司さん。 
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○６番（伊藤伸司君） 〔登壇〕 それで

は、通告させていただきました質問事項２

点につきまして、質問をさせていただきま

す。 

１、農業振興について。 

美幌町の基幹産業は農業であり、その中

でも小麦、てん菜、バレイショの畑作３品

と野菜ではタマネギ、ニンジンがその多く

を占め、特産品としてアスパラの生産が増

加するなど、地域の特色を生かした多様な

農業経営が展開され、安全・安心で良質な

食料を供給しております。 

また、美しい農村景観を形成するなどの

多面的な機能の発揮を通じて、災害から地

域を守り、国土を保全し、私たちの生活に

潤いと豊かさをもたらしております。 

さらに、食品加工、生産資材、農業機械

及び観光など他産業とも深く結びつき、地

域の経済を支える重要な役割を担っており

ます。 

しかし、ＴＰＰ、日欧ＥＰＡ、日米貿易

協定、日英ＥＰＡが発効され、国外からの

農畜産物の輸入量が増加し、日本の農業が

根幹から危ぶまれる状況となってきてお

り、さらには、新型コロナウイルス感染症

の拡大などの様々な変化に直面しておりま

す。 

このような状況の中、本町の農業が未来

に向かって発展していくためには、様々な

課題に対応していくことが求められており

ます。 

また、本町の農業は、経営規模の拡大や

生産性の向上が進められる一方で、農業従

事者の高齢化、後継者不足、特に、農家戸

数は平成７年に６５５戸であったのが、令

和２年には３６２戸と約半数になるなど、

農業を取り巻く環境は厳しい状況が続いて

おります。 

このため、農業の役割や期待を踏まえつ

つ、情勢の変化や課題に対応し、将来に向

けて持続的に発展していけるような美幌町

の農業振興対策について、町長の考えをお

聞かせください。 

２、福祉行政について。 

障がい者（児）の対応について。 

令和３年３月策定の令和３年度から令和

５年度までを計画期間とする第６期美幌町

障がい福祉計画及び第２期美幌町障がい児

福祉計画の基本方針において「障害者総合

支援法の理念であるすべての障がい者

（児）等が、可能な限り身近な場所におい

て、必要な日常生活または社会生活を営む

ための支援を受けられることにより、社会

生活参加の機会が確保されること」となっ

ております。 

令和４年４月現在の美幌町の福祉データ

によりますと、身体障害者手帳交付数９５

９人、療育手帳交付数２５２人、精神保健

福祉手帳交付数１３４人となっておりま

す。 

この中には、福祉サービスの提供を受け

ている方もいると思いますが、自宅にいて

全く支援を受けていない方もおられると思

います。 

これらの問題に対応するため、障がい者

（児）全員に対しニーズ調査をすべきと考

えますが、町長のお考えをお伺いいたしま

す。 

また、現在町内において、北海道療育

園、マイスペースびほろ、美幌えくぼ福祉

会などで福祉サービスを提供されておりま

すが、町内の施設等では一部のサービスが

利用できず、町外施設で福祉サービスを受

けている現状にあると思われます。 

その対応として、新たに障がい者福祉施

設や生活支援事業所等の設置が必要と思わ

れますが、町長のお考えをお伺いいたしま

す。 

よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 〔登壇〕 伊藤議

員の御質問に答弁いたします。 

農業振興について。 

農業振興対策についてですが、本町の農
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業はてん菜、小麦、バレイショ、タマネギ

などを生産する大規模畑作経営を中心に行

われ、安心安全な農産物の生産・供給を通

じて、私たちに欠かせない食を支える大切

な役割を担っており、農地を維持すること

で、災害の防止や環境の循環を守ることに

もつながっております。 

農業経営の大規模化や生産者の減少・高

齢化の中、将来にわたり持続可能な地域農

業を発展させ、安定した農業を展開するた

めには、大型機械の導入や作業の効率化・

省力化、担い手の確保・育成、肥料などの

農業生産資材の価格高騰への対応など、総

合的な取組が必要であると認識しておりま

す。 

大型機械の導入や作業の効率化・省力化

については、これまで同様、持続的畑作生

産体系確立緊急対策事業補助金などの国の

補助事業の活用を図ってまいります。 

担い手の確保・育成については、農家子

弟による新規農業従事者はもとより、経営

継承方式による新規就農者などの担い手確

保対策を関係機関と調整しながら、引き続

き実施してまいります。 

また、農業経営を圧迫している肥料など

の農業生産資材の価格高騰への対応につい

ては、適正施肥や肥料低減の技術や知識の

指導を行う農業改良普及センター等、関係

団体の側面支援を行う一方、世界情勢の影

響を大きく受けていることから、オホーツ

ク地域の自治体や農業団体等と連携し、引

き続き国や道に対して財政的な支援などを

要望してまいります。 

さらに、経営の規模拡大については、生

産者の減少・高齢化により限界があると危

惧されることから、引き続き農業に関わる

全ての方々と英知を出し合い、美幌の農業

が持続的に発展していけるよう対策を講じ

てまいります。 

次に、福祉行政について。 

障がい者（児）の対応についてですが、

身体、知的、精神障がいの種別にかかわら

ず、障がい者の方は年齢や障がいの程度、

生活状況が様々でありますが、住み慣れた

地域で安心して、生き生きと自立した生活

が送れるよう、地域社会全体で障がい者を

理解し、支え合うことが大切と考えており

ます。 

本町では「第６期美幌町障がい者福祉計

画及び第２期美幌町障がい児福祉計画」に

基づき、各種障がい福祉サービスを提供す

るとともに、地域全体で支え合う仕組みづ

くりの推進に努めているところでありま

す。 

御質問の「在宅で生活するなど、支援を

受けていない人などに対するニーズ調査の

必要性」については、現在の計画期間が令

和５年度末で満了となることから、計画の

見直し年度である次年度において、身体障

害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉

手帳、自立支援医療（精神通院）受給者証

を所有する方などに対してアンケート調査

を実施することとし、調査を通して障がい

のある方が必要としているニーズ内容を取

りまとめ、次期計画に反映できるよう努め

ていく考えであります。 

次に「生活支援事業所など、障がい者福

祉施設の整備の必要性」についてでありま

すが、障がいのある方を地域全体で支える

サービスの提供として、北見地域定住自立

圏協定に基づき、基幹相談支援センターを

１市４町の枠組みで設置し、サービスの利

用支援など、広域的に取り組んでいるとこ

ろであります。 

また、計画に基づく各種サービスの実績

評価や分析を行うためには、行政のみなら

ず、地域が一丸となって取り組むことが重

要であることから、平成２０年より学識経

験者、保健・医療・福祉関係機関、学校教

育関係機関、商工・労働関係機関、障がい

福祉施設等、障がい当事者団体などで構成

する「美幌町障害者自立支援協議会」を組

織し、各種協議を進めているところであり

ます。 
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障がい者福祉施設や福祉事業所の設置に

つきましては、本町にとってどのような施

設が必要なのかについて、次期計画のアン

ケート調査や関係者との意見交換を行いな

がら、民間活力の参入を含め検討してまい

りますので、御理解を賜りますようお願い

いたします。 

以上、答弁いたしましたので、よろしく

お願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ６番伊藤伸司さ

ん。 

○６番（伊藤伸司君） それでは、第６次

美幌町農業振興計画について、少しずつ質

問をさせていただきます。 

一つに、スマート農業の推進ということ

で、ＩＣＴの活用、また、スマート農業機

械導入の推進について、取り組んでいると

いうことであります。 

今現在、美幌町で国からの補助金を使い

ながら導入されているドローン、それから

精密機械等を導入された数というのは捉え

ていますでしょうか。 

○議長（大原 昇君） 農林政策課長。 

○農林政策課長（橋本 勝君） ＩＣＴ機

械の導入状況についてお答えさせていただ

きます。 

美幌町では、２０１９年に美幌町ＩＣＴ

推進協議会が発足しておりまして、ＩＣＴ

機械の導入促進を図っているところでござ

います。 

ここ３年間で導入されたスマート農業機

械は、自動操舵装置、ブロードキャスタ

ー、ドローン、スプレーヤー、合計で３５

０台程度となってございます。 

よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ６番伊藤伸司さ

ん。 

○６番（伊藤伸司君） ３５０台程度とい

うことで、これはＪＡの営農振興を通じて

いろいろな取組を一緒にやっているという

ことですけれども、今後、時代に即してま

だまだ足りないという話を聞いております

が、そうした要請等はありますでしょう

か。 

○議長（大原 昇君） 農林政策課長。 

○農林政策課長（橋本 勝君） 国の間接

補助等もございますので、引き続き、今後

も要望等を確認しながら進めてまいりたい

と思っております。 

要望については、その都度確認しており

ますので、漏れのないよう進めてまいりた

いと考えております。 

よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ６番伊藤伸司さ

ん。 

○６番（伊藤伸司君） 十分対応してきて

いるというお答えをいただきました。 

いずれにしても、まだ導入して日が浅い

し、その導入支援、また、操作の支援等も

行っているという話もあります。 

導入する機械は、自動操舵でも１台２５

０万円から３００万円、ブロードキャスタ

ー、精密施肥においても４００万円から５

００万円、それから高性能スプレーヤーに

ついても５００万円から１,２００万円ぐら

いといったこともあります。 

また、近年は、農業機械の高騰や入らな

いとかそうしたこともありますし、基本的

に２０１８年度から見たら３分の１、それ

から２０％から５０％、下手すると２０

０％というか、１００％ぐらい値上がりと

いう状況になってきています。 

また、輸入自体も難しいということも聞

いておりますので、そのようなことも含め

て検討していただきたいと思います。 

このＩＣＴを活用している機械ですけれ

ども、現実に使うには適正な施肥基準な

り、使用する肥料の量というのを測るため

に、毎年土をとって土壌診断というのを農

家個人でやってきております。 

土壌診断の分析方法とか量にもよります

が、その診断に大体１点２,０００円から

５,０００円ぐらいの間でかかります。 

それを本当に細かくやろうと思ったら、
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１０筆あれば１０筆やりたい。 

それから、肥料がいいところと悪いとこ

ろ、痩せているところと痩せていないとこ

ろ、肥えているところによって、数値を入

れて機械が自動的に判断して走ると、自動

的に減ったり増えたり、三角の畑は真っす

ぐ行っても端を機械が自動判断して減らし

てくれると。 

ですから、全体の面積ではちゃんと反当

たり１０キロとか２０キロという判断をし

て自動的にやります。そうしたことをする

ためには、土壌診断が一番基本になりま

す。 

今現在、何点やろうが１点までとか、２

点までという助成をＪＡが行っているので

すけれども、それをＪＡと協議して助成枠

を増やしていただけるかどうか、お考えを

お伺いしたいと思います。 

○議長（大原 昇君） 経済部長。 

○経済部長（後藤秀人君） ただいまの御

質問でございますが、ＪＡと協議をして、

今後検討していきたいと思いますので、よ

ろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ６番伊藤伸司さ

ん。 

○６番（伊藤伸司君） 検討していただけ

るということで、１１月の臨時会において

は、肥料それから飼料の高騰対策で町議

会、行政の方にも協力していただき、助成

いただけるという判断をいただきました。 

全部が全部きれいにというよりも、やは

りきちんとした適正な判断をして、できる

だけ経費を使わないようにするということ

が精密農業、ＩＣＴの肝でありますので、

検討していただきたいと思います。 

それから、次に移ります。 

担い手の育成ということで、ＪＡびほろ

管内でもコントラクター事業を始めさせて

いただきました。 

コントラクター事業には、町からも機械

代それから選果料等の助成をいただき、あ

りがたいと思っております。 

今現在、コントラクター事業を進めてい

くために、これはバレイショの組合なので

すけれども、利用する場合、反２万円から

２万７,０００円ぐらいかかるのです。 

単純に計算して、一反当たり大体１０万

円から１５万円ぐらいの収入の中で２万円

とか３万円の負担は増えますが、労働しな

い代わりに体は助かる、ほかの仕事を同時

にやれるというメリットはあります。 

そのコントラクター事業組合にも、最初

の導入年度に１回限りにおきまして、助成

をいただいていました。 

それを通年的に利用料の助成とか、その

ようなことを考えていただけることはない

でしょうか。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 今、コントラクタ

ーの話が出ました。 

そして、担い手というか、そこに関わる

方の省力化を図りたいということにおいて

は、私の一つの政策の中で、コントラクタ

ーの推進ということを挙げております。 

しっかりと支援していく考えではあるの

ですけれど、今までの一つの支援の形とし

ては、どちらかというとそのシステムづく

りというか、機材とか、そうしたことに対

しての支援をしております。 

今、利用者に対するというお話について

は、今の段階で支援をしっかりするという

ところまでの言及は避けたいと思います。 

当然、コントラクターのシステムづく

り、種目というか、作物ごとにやっている

形を進めているのは十分知っているのです

が、今後それを利用ということについて

は、今後、農家の方々、それからまとめて

いるＪＡと十分に協議する必要があるのか

なと思っております。 

○議長（大原 昇君） ６番伊藤伸司さ

ん。 

○６番（伊藤伸司君） 答弁に関しては分

かりました。 

当然、コントラクター組合を導入する段
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階で、ＪＡとしても職員の増員等も行って

きており、それに対しての負担も結構あり

ます。 

それを単純にその生産者だけに押し付け

ると、結構な金額を負担することになりま

すので、今後とも御検討していただきたい

と思います。 

今、ＪＡびほろでは、ベトナム人実習生

なり技能実習生を受入れております。 

今は第４期生、５期生ということで、今

年は全員で１６名になっております。 

その人たちには春から夏、それから冬、

ずっと通年して働いていただいておりま

す。 

その中で、忙しくないときというのは遊

んでしまうということもありますが、実習

生はそれなりに収入を得なければいけない

ので、その分、仕事をこちらでつくるとい

うこともあります。 

それと、実習生を雇い入れるときの導入

支援というか、生活支援という部分で、今

後考えていただけるのかどうか。 

行政としても病院だとか、看護師だと

か、介護士等の助成はあると思うのです

が、担い手確保、それから新規就農者も含

めてそのような支援をいただけないのかど

うか、どう考えているのでしょうか。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 今、それぞれの業

種に関わる方について、担い手確保という

意味から外国の方に協力をいただかなけれ

ばならない時代になってきているというこ

とは、皆さんも認識いただいているかなと

思っています。 

その中で、仮に仕事と生活支援に分ける

として、当然、仕事は来ていただくわけで

すからいいのですけれども、それ以外の生

活の部分に対して今、実際にやっているの

は余暇というか、せっかく美幌に来ていた

だいていますので、仕事をしないときに美

幌の文化を知ってもらったり、地域に関わ

ってもらうということで、社会教育の関わ

りの中でいろいろやらせていただいており

ます。 

そのようなことについては、今後も十分

に継続する考えはあるのですけれども、そ

の生活支援という言葉がどのような意味を

持って、本当にお金まで出す形になるの

か、町全体の一つのシステムとしてどうす

るかということも含めて、農業だけではな

く、考える時期に来ていると思っています

ので、そのことは今後、検討する必要性の

ある項目と認識しております。 

○議長（大原 昇君） ６番伊藤伸司さ

ん。 

○６番（伊藤伸司君） 考え方は分かりま

した。ありがとうございます。 

それでは次に、農福連携という項目があ

るのですけれども、今現在の農福連携につ

いて、進捗状況、それから進め方をお伺い

します。 

○議長（大原 昇君） 農林政策課長。 

○農林政策課長（橋本 勝君） 農福連携

については重要事項と考えておりまして、

今、調査研究している段階でございます。 

新年度に向けまして、先進地視察等を検

討している段階でございます。 

よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ６番伊藤伸司さ

ん。 

○６番（伊藤伸司君） 予想していた返答

でしたが、障がい者という言い方は変です

けれども、今後、農福連携というのは大事

な事項となりますので、いろいろな関係機

関と検討していただきたいと思います。 

続いて、前回、私もセンチュウ対策の話

もさせていただいたきましたが、コントラ

クターを導入した時点において、原種・採

種圃の生産が足りないということで、美幌

町では種イモが不足した場合、ＪＡきたみ

らい、それからＪＡめまんべつ等からいた

だいています。 

近年、どんどんセンチュウが増えてきて

いて、生産量の減や減収の原因、更新用の
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イモが不足している状況が見られます。 

今年、美幌町内もジャガイモだけでな

く、全般の生育がよかったものですから、

結構収量的にはあったのでそれほど不足で

はないのですけれども、品質的には足りな

い部分があります。 

それも含めまして、美幌町には対策協議

会がありますので、センチュウ対策もして

いただかなければと。 

また、ある生産者から美幌の合理化澱粉

工場に、網走、西網走、東藻琴、それから

きたみらいからイモが運ばれて来るけれど

も、その運んでいるトラックが通ることが

危険だと言われました。 

こうした生産者が危惧していることも含

めまして、検討していただくということは

考えているという話になると思いますけれ

ども、やはりコントラをつくってもつくる

イモがない、更新用のイモがないというの

が一番情けない話になります。 

町内産のイモよりも倍ぐらいの値段にな

ってしまうのです。 

そうしたことも経営を圧迫してきますの

で、その辺の助成等があれば、お願いいた

します。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 町の計画の中で当

然、農業振興計画を定めているのは御存じ

だと思います。 

その中で、農業生産基盤の整備として、

畑総という部分と、もう一つは今、御質問

のあった原・採種圃の設置の推進というこ

とで、種イモをどうするかというのは重要

なことだと私は認識しております。 

それで、定期的にＪＡの役員の方と協議

させていただいた中でも、イモであれば種

イモをどうするかという話と、美幌の農業

に関わる方、それから農業だけではないの

ですけれども、当然、今、センチュウにお

いては、感染していないエリアというのは

美幌だけで、包囲網になってしまったと。 

そのことに対してどう進めていくか、ど

う維持するかということについても、いろ

いろ協議会をつくって進めているところで

あります。 

そこの協議を皆さんとしっかりした中

で、この地域として、それから行政として

何が一番効果的、ベストなのかということ

は、しっかり考えていく必要があるのかな

と思っております。 

○議長（大原 昇君） 農林政策課長。 

○農林政策課長（橋本 勝君） 新たな農

業施策といたしまして、種バレイショ生産

農家への拡充支援を担当内で検討してござ

います。 

これまでも種イモの生産者が減少してお

りますので、必要経費に対しましては補助

しておりますけれども、さらに拡充できな

いかということを内部で検討しております

ので、よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ６番伊藤伸司さ

ん。 

○６番（伊藤伸司君） 引き続き、検討を

よろしくお願いいたします。 

次に、昨日、木村議員からみどりの食料

システム戦略というお話があったと思いま

すが、近々な話なので、そこまで厳しい話

はできないのですけれども、私もみどり戦

略の前に環境保全型農業直接支払交付金を

活用して、少しいただいております。 

それには、エコファーマーの取得が大前

提でして、肥料は窒素成分量で５０％、そ

れから農薬は地域の約５０％減ということ

になっております。 

今後どのような施策になるのか分からな

いのですけれども、取り組みやすい、それ

から助成も分かりやすいということをしっ

かり示した中で、私もどれだけ参画できる

か分かりませんが、周知徹底をお願いした

いと思います。 

いかがでしょうか。 

○議長（大原 昇君） 経済部長。 

○経済部長（後藤秀人君） ただいまの御

質問でございますが、当然、２０５０年ま
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でにしっかり取り組んでいくという考えを

町としても持っております。 

ＪＡ等を含めて、町もしっかり分かりや

すく取り組めるよう周知していきたいと考

えておりますので、よろしくお願いいたし

ます。 

○議長（大原 昇君） ６番伊藤伸司さ

ん。 

○６番（伊藤伸司君） 分かりました。 

木村議員も昨日言っていましたけれど

も、ただ単に農業者だけのことではなく

て、やはり日本、それからグローバル的な

話も含めて検討いただき、協議会等を立ち

上げて進めていっていただきたいと思いま

す。 

次に、有害鳥獣対策の関係ですけれど

も、今日の農業新聞に載っていましたが、

近年、久しぶりにエゾシカによる年間被害

総額が４０億円を超えたということで、問

題かなと思っております。 

今年も前年と大体同じ駆除頭数になって

いるというのは聞きました。それは、くく

りわながメインだそうで、５００頭なら５

００頭を駆除したのですけれども、その３

分の２ぐらいを１名の方が駆除している

と。 

聞いたというか、分かっていたことなの

ですけれども、今回、私が何を言いたいの

かというと、その人が引退したらこの駆除

はできるのかなと。 

そのようなことも含めて質問させていた

だきたいと思いますし、今現在、猟銃の資

格を取っても、１０年間はライフルを持て

ないのですよね。 

それは皆さん御承知のとおりだと思うの

ですけれども、国の規程があるわけではな

くて、僕が聞いた時点では、道、地元の警

察署の判断だということです。 

現実的に、散弾銃で鹿はとれなくて、や

はりライフル銃を持っていないと無理なの

です。 

僕も七、八年前に、わなも猟銃も資格を

取っているのですが、結局、ライフルを持

てないから資格の免許証だけを持ってい

て、銃の所持はもうしていません。 

わなをかけても、僕も何個か持っていて

やっているのですが、よほど習熟した人で

ないとかからないのです。 

ですから、そのような意味では猟銃の資

格というか、最近は若い人たちも所持して

いるということなのですけれども年々減っ

てきているし、ライフル所持の働きかけと

かを猟友会も含めて、その辺の対策も何と

かならないかなと思うのですが、それにつ

いてのお考えはどうでしょうか。 

○議長（大原 昇君） 農林政策課長。 

○農林政策課長（橋本 勝君） 猟友会の

皆様と密にしてやっていきたいと思いま

す。 

よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ６番伊藤伸司さ

ん。 

○６番（伊藤伸司君） 引き続き要請をよ

ろしくお願いいたします。 

それから、地産地消の推進とあるのです

けれども、ＪＡびほろ直売所や収穫祭、ぽ

っぽ屋さん、それから町の中に直売所があ

りまして、町民にはすごい人気だと聞いて

おりますし、売上げも出ているということ

です。 

北海道は冬の間に生産できないという部

分があり、出店する分が決められてしまう

ので難しいですけれども、今回、ＪＡの視

察で関西を２か所ぐらい回ってきました。 

すごい繁盛してというのは怒られるかも

しれませんが、直売所が公園のようになっ

ていて、遊ぶわけではないのですけれど家

族連れで来て、コロナなんてなんのそのと

いうぐらい、議場より大きくて１００人ぐ

らいいるような状況でにぎわっていまし

た。 

ですから、そのようなものを美幌町とし

て推進できないのか。 

ＪＡびほろの直売所も今では小屋を建て



 

－ 89 － 

てやっていますけれども、基本的に直売所

は町の道の駅等に併設というか、あること

が多いです。 

そうしたことも含めて、美幌町で大きい

空き地があれば町の中に道の駅を一つ建て

て、屋根をかけて、通年でやっていただけ

れば人が集まります。 

北海道ですから近隣市町村も来ますけれ

ど、ＪＡめむろでは常設型の直売所があっ

て、常に生産物を出しているという状況が

ありますので、そのようなものを美幌でも

進められないのかなと思うのですが、その

辺はどうでしょうか。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 地産地消という話

の中で、季節変化があるということは、冬

場の収穫がないということもあって、直売

所はどうしても季節限定なものになってい

るというのが現状だと思うのですね。 

今、農協も出荷調整というか、出荷時期

をコントロールできるような状況になった

ときに、タマネギもそうですし、イモも年

間を通してうまく出せると。 

そうしたことを考えたときに、地域の

方々が地元のものをしっかり食べるという

ことをうまく理解していただければ、その

ような場所の検討ということを皆さんとし

てもいいのかなと思っています。 

ただ、地元のいろいろマーケット等で売

っていることもあって、やはりそうしたと

ころも考えないと、エリアが余りにも狭い

と取り合いになってしまう。 

こうした表現は適正ではないかもしれま

せんが、農協で収穫祭をやったときに、近

隣のスーパーが気にしながら様子を見に来

るとか、そのようなことにならないように

エリアを大きくして、それをやったとして

も地元で生産に関わる人、販売をしている

人たちがそれぞれウエルカムという状況を

皆さんと協議してつくる、理解いただける

のであれば、そうした検討をしてもいいの

ではないかなと私は思っております。 

○議長（大原 昇君） ６番伊藤伸司さ

ん。 

○６番（伊藤伸司君） 御返答は分かりま

した。 

今はちょっと落ちついているような感じ

ですけれども、ＪＡびほろ女性部、ぽっぽ

屋さん、それから町の中にも二、三件あっ

たときに、最初の頃は生産者の奪い合いを

してたのですよね、現実問題として。 

ですから、そうしたことも含めて調整す

る場所がないものですから、どうしても奪

い合いになってしまったような気はしま

す。それも協議しながらやっていただきた

いと思います。 

また、先ほど部長も言われましたが、地

産地消ということで、美幌産のものを学校

給食にもっともっと取り入れていただけな

いのかなと。 

町から要請していただければ、ＪＡびほ

ろも出せるという話もしていたのですが、

学校給食は契約行為で野菜等を買ったり、

仕入れたりしているでしょうけれども、せ

っかく美幌町が農業の町なのに食べられな

いというか、身元が分からないものを食べ

るということ自体が一番きつい話ではない

かなと思うのですよね。 

ですから、そのようなものをもっともっ

と地元の子供たちのために、取り入れてい

ただきたいと思います。これについては、

返答は要りません。 

次に、グリーンツーリズムの推進という

ことで、質問してよろしいでしょうか。 

美幌町の農業及び魅力を町外者に発信す

るため、農村の自然、生活、人々の交流な

どを地域の魅力として生かせる農泊を推進

するということなのですが、それについて

今現在取り組んでいるところをお知らせく

ださい。 

○議長（大原 昇君） 経済部長。 

○経済部長（後藤秀人君） 農村ツーリズ

ム事業についてですけれども、令和４年度

に美幌町農村ツーリズム協議会を設立いた
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しまして、現在取り組んでいるところでご

ざいますが、美幌町、ＪＡびほろ、美幌高

校、農業改良普及センター、受入れ農業者

の５団体を構成団体として取り組んでおり

ます。 

教育旅行などを中心に行っております

が、２０１６年から２０１９年で１０９名

の方をこの事業で受入れしているところで

ございます。 

近年は、コロナの関係で中止になってお

りますが、実は今年度も話はあったのです

けれども、コロナが拡大したということで

急遽中止になっているという状況です。 

ただ、来年度以降も実際に話は来ており

ますので、積極的にこちらを推進していき

たいと考えております。 

よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ６番伊藤伸司さ

ん。 

○６番（伊藤伸司君） 答弁ありがとうご

ざいます。 

農家で民泊等、まだまだ認識不足の部分

があって協力を得られないとかもあるでし

ょうけれども、徐々に新規就農を行った方

も含めて理解を得られているようなので、

推進していただいて、美幌の魅力等を発信

していただきたいと思います。 

農業はそろそろ終わらせていただきま

す。 

続いて、障がい児施策ですけれども、令

和５年度に計画等を立てて、令和６年度か

ら発効するということで、ニーズ調査もす

るということですので、それは理解させて

いただきました。 

今現在、美幌には通所型それから居住型

にしても、特に、高齢ではない方たちの居

住場所がないというのが現実ではないかな

と思います。 

それも含めて、北見地域定住自立圏協定

に基づき、１市４町の枠組みで支援センタ

ーを設置するということなのですけれど

も、今現在もそのような方々が他市町村に

行っているという事実は把握しているのか

ということで質問します。 

○議長（大原 昇君） 社会福祉課長。 

○社会福祉課長（水上修一君） 定住自立

圏の協定に基づきまして、基幹相談支援セ

ンターを令和３年４月１日に開設しており

ます。 

こちらのセンターにつきましては２か所

に設置しておりまして、まず、第１拠点と

して、北見市内に本部を１か所設置してお

ります。 

また、サテライトということで、美幌町

内、療育病院の中に第２拠点として、基幹

相談支援センターを開設してございます。 

例えば、グループホーム、共同生活援助

でいきますと、毎月この１市４町のグルー

プホームで、どのぐらい空きがあるかとい

うことをセンターの方が調査しています。 

もし、町内でグループホームの申込みを

して待機になっていても、こちらのセンタ

ーに申込みをすることによって、今ここの

施設が空いていますということで、こうし

た相談を受けながら、実際にグループホー

ムに入所できたことも聞いております。 

１市４町が連携して、こちらの基幹セン

ターを活用しながら、今後も取り進めてま

いりたいと考えております。 

よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ６番伊藤伸司さ

ん。 

○６番（伊藤伸司君） 答弁は了解いたし

ました。 

今後もこのシステムを十分活用しなが

ら、障がい者並びに高齢者の方々が不自由

なく、美幌町並びに関連市町村で生活でき

るよう支援していただきたいと思います。 

これで終わらせていただきます。ありが

とうございました。 

○議長（大原 昇君） これで、６番伊藤

伸司さんの一般質問を終わります。 

暫時休憩します。 

再開は１４時３５分といたします。 
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午後２時２０分 休憩 

――――――――――――――――――― 

午後２時３５分 再開 

○議長（大原 昇君） 休憩前に引き続き

会議を開きます。 

通告順により発言を許します。 

３番大江道男さん。 

○３番（大江道男君） 〔登壇〕 私は、

既に通告しております２項目について、質

問を行います。 

最初は、新型コロナウイルス感染症傷病

見舞金制度の延長について伺います。 

新型コロナウイルス感染症傷病見舞金制

度は、国民健康保険及び後期高齢者医療保

険に加入する個人事業主が新型コロナウイ

ルスに感染し、療養のため収入が減少した

際に傷病見舞金が支給されるもので、美幌

町はもちろん、全道、全国的にも高く評価

されていたものでございます。 

新型コロナウイルス感染者数が第７波を

超え、過去最高の感染者数を日々更新する

中にあって、本年９月末日をもって制度が

打ち切られたことに対して、町民から疑問

の声とともに、当然、延長を求める要望が

上がっています。 

以下３点についてお伺いいたします。 

一つ目は、傷病見舞金の支給実績につい

て伺います。 

２年間に及ぶ傷病見舞金制度の支給実績

について、感染時期、感染の波ごとにお示

しをいただきたいと思います。 

二つ目は、本年９月末で打ち切った理由

についてであります。 

新型コロナウイルス感染者数は第７波を

超えて、今日、全道、管内においても過去

最高値を更新する勢いにあります。 

町民にも、個人事業者の経営にとっても

深刻な不安が広がっておりまして、まさ

に、本見舞金支給制度が必要とされている

中、突然打ち切られたことは全く理解でき

ませんが、制度打ち切りの理由について伺

います。 

三つ目は、傷病見舞金制度の継続・延長

についてであります。 

新型コロナウイルス感染症は第１波以

来、再襲来を繰り返し、終息の見込みが立

たない状況であり、国におきましても本年

９月８日、新型コロナウイルス傷病手当金

に対する財政支援の期間を本年１２月３１

日まで延長するという通知を地方に発出し

たところであります。 

美幌町においても、コロナ感染症の拡大

状況を考慮し、個人事業主に対するコロナ

ウイルス感染症傷病見舞金制度の継続・延

長を行うべきと考えますが、いかがです

か。 

２項目めが、補聴器購入に公的助成をと

いうことで、お聞きをいたします。 

一つ目は、難聴放置が認知症最大のリス

クであることについて伺います。 

加齢とともに増加する難聴が今日、日常

生活や緊急時避難の障害、認知症や鬱病の

引き金になると言われて久しいわけでござ

います。 

高齢化社会を迎えて、町民の健康寿命を

保つことが、美幌町にとっても最大の課題

となっています。 

難聴放置が認知症最大のリスク（ランセ

ット報告）にありますが、研究報告をどう

受け止めておられるか、伺います。 

二つ目は、補聴器を使わないのは経済的

理由であることについてであります。 

補聴器装着が日常生活の質の向上、認知

症予防効果などがあると広く指摘されてい

るにもかかわらず、補聴器の公的助成が重

度障がい者に対する国の助成があるだけ

で、軽・中度難聴者には助成がなく「補聴

器不使用の理由は購入するための経済的余

裕がない」との補聴器工業会調査による報

告がございます。 

ここに、補聴器装着の有効性が指摘され

ていても普及しない原因がございます。 

高齢化社会の真っただ中にある美幌町と

して、補聴器購入助成に踏み切るべきと考
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えますが、いかがですか。 

三つ目は、特定健診に聴力検査を。 

聞こえにくいことは自覚していても、改

善のために何が必要かを町民に認識してい

ただくために、特定健診に聴力検査を加え

るべきと考えますが、いかがですか。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 〔登壇〕 大江議

員の御質問に答弁いたします。 

初めに、新型コロナウイルス感染症傷病

見舞金制度の延長について。 

新型コロナウイルス感染症傷病見舞金制

度についての御質問ですが、この制度は、

国民健康保険及び後期高齢者医療保険に加

入する個人事業主が、新型コロナウイルス

の感染によって休業が余儀なくされ、収入

の減少に対し、最低限の生活を保障するた

めに制度化したものでございます。 

１点目の傷病見舞金支給実績についてで

すが、令和２年度はゼロ件、令和３年もゼ

ロ件、令和４年は２月に１件、６月に２

件、第７波と言われる８月は１件、９月に

２０件となっています。 

２点目の本年９月末で打ち切った理由で

すが、制度が始まったときは、不要不急の

外出自粛、飲食店の時短営業など、国を挙

げての感染対策が取られ、かつ、療養期間

が２週間以上になるなど、感染による影響

は大きなものでした。 

しかし、コロナの性質の変化で、現在流

行しているオミクロン株は感染力こそ強い

ものの、重症化リスクは低減してきまし

た。 

その結果、９月に２週間程度の療養期間

が１週間、無症状の場合は５日間に短縮さ

れ、かつ、有症状でも症状軽快から２４時

間を経過すると、必要最小限の外出が可能

になるなど、外出制限の緩和が図られまし

た。 

また、民間の生命保険会社が支給する入

院給付金も、重症化リスクの高い人に限定

するなど、新型コロナの感染に対する環境

の変化が見られてきました。 

そのため、制度化した当時の給付の目的

と現在の状況に乖離が見られたことから、

制度を一旦終了することとしたものでござ

います。 

３点目の傷病見舞金制度の継続・延長に

ついてですが、これまでの傷病見舞金は一

律支給する制度でしたが、実態に即した制

度を必要に応じて今後、検討してまいりた

いと考えておりますので、御理解をお願い

いたします。 

次に、補聴器購入に公的助成をについて

ですが、加齢とともに起こりうる難聴は、

聞こえが悪くなるばかりではなく、難聴が

悪化することにより認知症の発症リスクが

高まるとされております。 

御質問のランセット報告については、ネ

ットや報道を通じての受け止めとなります

が、難聴は高血圧、肥満、糖尿病ととも

に、認知症の危険因子の一つとして挙げら

れており、近年は、難聴が認知症の最も大

きな危険因子と指摘され、ますます難聴と

認知症の関連が注目されております。 

難聴を予防・改善するためには、適度な

運動や禁煙などの生活習慣の改善により、

血液の循環をよくすることが効果的な対策

とされているため、健康教育をはじめ、ホ

ームページや広報等を通じて周知を図って

まいります。 

２点目の補聴器購入助成への御質問であ

りますが、難聴が進み、聞こえが悪い状況

をそのままにしておくと、認知症のリスク

が高まるとともに、緊急車両の音や災害の

警報などを聞き逃してしまう恐れがあり、

身の危険にもつながります。 

補聴器購入の助成については、今後の国

や他の市町村等の動向を踏まえ、判断した

いと考えておりますが、気になる症状があ

れば早めに耳鼻咽喉科を受診し、医師に相

談することが大切であるため、生活習慣の

改善とあわせて周知してまいります。 

３点目の特定健診に聴力検査ですが、特
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定健診は糖尿病や脂質異常症など生活習慣

病を早期発見し、早期予防することを目的

に実施しているものであります。 

そのため、聴力検査を検査項目に加える

ことについては、現時点では考えておりま

せんが、検査項目に含まれなくても、特定

健診を受診するときに合わせて聴力検査も

実施できるかどうかを医療機関などと相談

しながら、研究・検討したいと考えており

ますので、御理解をお願いいたします。 

以上、答弁いたしましたので、よろしく

お願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ３番大江道男さ

ん。 

○３番（大江道男君） 御答弁をいただき

ました。 

事業主に対する傷病見舞金制度は、決し

て全国的に広く行われているものではあり

ません。 

また、１回の見舞金が３０万円というの

は多分、全国でトップクラスに高いのでは

ないかと思います。 

その点で、制度をつくったということと

その効果は、美幌町内の個人事業主にとっ

ては大変ありがたいという評価をいただい

ております。 

私もコロナ感染症に対する見舞金制度に

ついて、中小企業の団体が寄り合っており

ます全国商工連合会に問合せをいたしまし

た。 

そうすると、見舞金制度というのは、２

４の自治体でつくられていると。名前は変

わっていますが、手当金あるいは給付金と

いうのは、１７自治体であると。 

ですから、この団体が承知しているだけ

で４１自治体程度ということです。 

美幌町のこの取組は高く評価されている

と、現在でも思っています。 

ただし、この４１自治体の中で、この９

月に制度を打ち切ったというのは美幌町だ

けのようであります。 

一つの市は、現在２０万円の見舞金を来

年１月から１０万円に減額すると、あるい

は、もう一つの市は、現行１０万円を今年

１０月１日から３万円に減額するというこ

とです。 

そのような点で、町長の御答弁にありま

したが、当初の状況と変わってきている

と、当初のとおりの見舞金の額でいいのか

というのは、全国的に議論されているのだ

なということは分かります。 

しかし、美幌町の場合は、制度が廃止と

いうところまで踏み切っています。 

なぜ廃止をするのだということが、大変

大きな疑問点で、復活する、あるいは継続

するということであれば、廃止の必要性は

ないと思います。 

そこで、新聞などでは分かりませんの

で、先ほど実績を御答弁いただいたのです

が、令和２年、３年はゼロ件で、今年に入

って４月、６月、７月合わせて４件、９月

に入って２０件、合計２４件ですが、なぜ

９月に爆発的に増えたのだという点で、一

つは疑問があります。 

そもそもこの制度は、関係者への周知を

徹底していなかったのではないのかと思い

ます。 

美幌町は、９月に入ってから、この制度

は９月末で打切りになりますということも

含めて、広報でお知らせしました。 

初めて多くの方が知る機会となり、それ

で遡って申請した人も含めて２０件に上っ

ているのではないかという疑問点がござい

ます。 

美幌町の制度では、２０２０年、２年前

の１月１日に遡って、新型コロナに感染し

た場合、事業主には３０万円支給しますよ

と、見舞金を支給しますということですか

ら、９月でも令和２年の１月、２月、３月

のどの時点であれ、感染した場合について

は申請ができるわけですよね。 

９月に集中したのは、９月に感染したか

らということだけではなかったのではない

か。 
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すなわち、ようやく認識されたその段階

で、９月末で打ち切りますということでは

余りに周知期間を含めて短いという思いが

あります。 

一つは、９月末の申請がどのように、発

症・原因がいつで９月に申請されたかと、

ここの追跡調査はされているのでしょう

か。 

もう一つは、その後１０月、１１月と爆

発的に感染が広がっています。この感染の

広がりをその後どのように捉えておられる

か。 

一段落してもう低迷しているということ

であれば、この制度の継続・延長というこ

との是非にも関わります。 

私はそうではないと、膠着状態、あるい

は、ずっと現在まで感染が広がっているの

ではないかと思うのですが、あわせてお示

しください。 

○議長（大原 昇君） 戸籍保険課長。 

○戸籍保険課長（佐々木斉君） 御答弁申

し上げます。 

まず一つに、申請が９月に多かったので

はないかということでございますが、ホー

ムページにこの制度を載せておりまして、

申請した方の口コミなどもあり、広まって

いったというところが正直ございます。 

その中で、実際に感染した日時を確認さ

せていただくと、それは８月から９月にか

けて感染したという方が非常に多くて、２

月に１件、それから６月に２件だと思うの

ですけれど、その後８月、９月に集中して

きたところにつきましては、９月の初めに

８月に感染したと申請に来られた方もおら

れますが、９月に感染して９月に申請が出

てきた、もしくは、９月に感染して１０月

に申請が出てきたという状況になっており

ます。 

もちろん、制度を知らなかった方もある

程度おられるかと思うのですが、感染した

人の中での情報共有だとかもございまし

て、それほど時期を置かずして申請が出て

いる状況だと理解しているところでござい

ます。 

その後、１０月、１１月と感染が続いて

いるという話でございますが、この制度に

つきましては、国民健康保険もしくは後期

高齢者医療保険に加入している個人事業主

が感染したという場合に対象となる制度で

ございました。 

そのため、感染者全てがその制度に該当

するかどうかではなくて、その中で個人事

業主がいらっしゃれば、もちろん９月まで

の制度はどうなったのかなど、そのような

ことになろうかと思うのですが、その点に

つきましては町に問合せはありませんでし

たので、よろしくお願いしたいと思いま

す。 

個人事業主の感染状況については把握で

きておりませんので、その点につきまして

は申し訳ないですが、御理解をお願いした

いと思います。 

○議長（大原 昇君） 福祉部長。 

○福祉部長（河端 勲君） 感染状況につ

いては、私から御説明をさせていただきま

す。 

１０月、１１月と感染者数が爆発的に増

えてきて、１１月におきましては、道内の

数として８,０００から１万の間でずっと推

移しておりました。 

オホーツク管内におきましては、大体３

００人程度で毎日発症者が報告されており

ましたけれども、１２月に入ってから若干

下降ぎみで、全道で７,０００人ぐらいに落

ちてきているような推移状況でありますの

で、よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ３番大江道男さ

ん。 

○３番（大江道男君） 発症と見舞金の申

請との関係については、私は分析できてい

ませんので伺いますと、そうずれはないの

ではないかと。そのことは重要な問題では

ないので、取りあえずはそのとおり受け止

めたいと思います。 
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ただ、１１月末の道新の報道ですけれ

ど、全道での感染による死者数は、昨年６

月の死者数の１.９倍だということで、こ 

れは事業主がそうなのかどうかは全く分か

りませんが、町民的には感染について非常

にナーバスになっている、神経質になって

います。 

１１月は私もそのうちの１人なので、不

安な日々を送ったということについては承

知をしていますが、どこで感染したのか分

からないと、どこでも同じでしょうと言わ

れるぐらい、感染は不思議なことではない

と周りからは聞かれています。 

そこで、この比率に従って考えれば、当

然、事業主についても９月末がピークで、

１０月、１１月はほとんどの事業主も感染

していないのではなくて、一般的に比例す

ると思いますが、その状況を前にしてこの

制度は打ち切りますと、この姿勢は大変問

題だと私は思います。 

制度を打ち切ってしまったら、どうなる

のですかね。 

制度の金額を減額したところの要綱など

も送っていただいているのですけれど、こ

れは要綱ですから、告示したら条例ではな

いので議会を通す必要はないと、行政がい

つからやるということを決めれば、直ちに

実施できる、非常に機能的な制度ではあり

ます。 

いつ開始するのか、いつ延長するのか、

このことを決めることができますが、ある

町では９月２２日に告示をして、１０月１

日から減額するよということで、知らない

議員さんもいらっしゃいました。 

そのようなことなので、この要綱の中

で、附則で変えてくるということで、本体

は残っているのですよね。 

美幌町の場合は要綱そのものが廃止とい

うことになれば、改めて制度を一旦終了す

ると。 

一律支給する制度だったけれども必要に

応じてということは、今は必要ないと、今

後検討してまいりますと、現在は考えてい

ないと、このようなことでいいのかという

ことが問われる。 

幾ら制度がよかったけれども、感染が広

がって死者も出て、今度は自分かもしれな

いと不安になっているときに、制度そのも

のがないということになったら、大変大き

なショックがあると私は思います。 

しかも、２年余りにわたって、約３年に

及ぶコロナ禍で、飲食店などはお客さんが

来ないために事業を続けることができない

という悲鳴が各所で上がっている。 

そのときに自分が感染したら、今度はま

た店が開けないと。家族も含めて療養期間

に入ってしまうと。短ければいいですけれ

ど、長くなったらどうすると。 

しかも、借入れで日々暮らしている人た

ちが、借入金をどうするか、借りたお金の

返済期日がもう来ているという切迫した状

況のもとで、見舞金制度が打ち切りになる

というのは、私は大変深刻な問題だと思い

ます。 

したがって、３０万円が継続できるかど

うかは取りあえず置いておいて、見舞金と

いう制度あるいは名前を変えたらそれはそ

れでもいいですよ。 

要するに、感染症で事業に専念できない

事業主に対して、何らかの制度の延長を大

至急やらなければならないと。 

年を越せないという状況のもとで一旦終

了し、必要なときに今後検討という姿勢

は、どうしても納得がいかないと思いま

す。 

１２月議会で条例として提案するのであ

れば別ですけれど、これは行政が必要だと

判断した時点で、要綱の改正などであれ

ば、あしたにでも提案をしていけるのです

よね。遡ってもできると。 

ですから、１０月１日に遡って、全国で

最も進んでいた制度だったので、それに準

じて美幌町としても決断をすべきでないか

と私は思うのですが、いかがでしょうか。 
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○議長（大原 昇君） 町民生活部長。 

○町民生活部長（関 弘法君） 御答弁申

し上げます。 

今回の傷病見舞金の制度につきまして

は、我々も非常に重要、かつ、なくてはな

らない制度だという認識は、現在も変わっ

てございません。 

感染者の広がりも見える中、直ちに要綱

の失効ということで、町民の皆様方にそれ

ぞれ不安を与えてしまったといった部分に

ついては、改善していかなければならない

と考えてございます。 

今回、要綱を廃止するに至った経緯を若

干お話させていただきたいと思いますが、

この傷病見舞金につきましては、承知のと

おり個人事業主が療養期間中の営業の自

粛、そうしたものから生じる減収に対しま

して、最低限の生活の保障をしっかり行っ

ていきたいということで始まった制度でご

ざいます。 

制度開始時点におきましては、当時のコ

ロナの状況を踏まえまして、療養期間が２

週間、濃厚接触者となった者についてもお

おむね２週間の自粛がうたわれていたとい

うこともございます。 

２週間、２週間の合計２８日間というこ

とで、この３０日弱という日数に対しまし

て、雇用されている方も傷病手当金という

ものが支給されている仕組みになってござ

いますので、その傷病手当金の単価に準じ

まして３０日を乗じた結果、一律３０万円

という金額を出したものでございます。 

つまり、当時の療養期間、要は、行動が

制限されている期間をある程度勘案し、制

度設計をしていたということでございまし

て、一律、皆この基準に従い行動していた

という状況もございます。 

ただ、御承知のとおり、この９月に入り

まして様々なコロナに対する療養期間の制

度の見直しということがされてございま

す。 

無症状の方につきましては５日間の自

粛、また、症状がある方につきましても７

日間、軽快症状が認められれば７日後には

行動の制限がないといったことも、制度と

しては変わってきているということでござ

いまして、当時の約３０日間の行動自粛に

つきましては７日間、つまり、１週間程度

に短縮になってきているということもあり

ます。 

ただ、それぞれの症状・状況によりまし

ては、その多寡はあるのだということも当

然、認識しているところであります。 

また、傷病見舞金を支給するに当たりま

しては、その方がいつ陽性の判定を受けた

のか、そうした証明書等の提出も求めてご

ざいます。 

この取扱いにつきましても、従前であり

ましたら、それぞれ陽性認定される方とい

うのは、医師の判断に基づきましてそれぞ

れ登録されていたという一定のルールで行

われておりましたが、現在のところ、医師

の診断に基づく陽性判定もあれば、自分自

身が簡易キットで検査の上、保健所等、セ

ンターに登録をするということもございま

す。 

また、登録をせずとも、簡易キットで陽

性を自分自身で確認される、そのような方

もいらっしゃいます。 

つまり、その陽性に係る証明の手続とい

うのが、これはまさに医療機関と保健所の

負担軽減もうたわれている中で、そうした

ことになっているわけでありますが、そう

した感染の証明書類につきましても、いろ

いろ複雑化してきているということであり

ます。 

その中で、３０日から療養期間が短くな

ってきているわけではありますが、先ほど

申しましたとおり、実際に全員が５日間、

７日間ということではございません。 

２週間、３週間と療養を要する方もいら

っしゃる場合に、そのような実情に合わせ

た形での見舞金の支給が望ましいのだろう

ということで考えてございます。 
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今現在のコロナに関する制度、そして証

明等を見たときに、いろいろと解決してい

かなければならない課題が複数ありました

ことから、この要綱を廃止するに当たりま

しては、次の新しい制度に向けて、即座に

検討を始めてきたところでありますけれど

も、今、お話しましたような課題があった

ことから、少々時間を要しているというこ

とでございます。 

また、冒頭言いましたが、この傷病見舞

金の制度につきましての重要性というの

は、我々担当としても十分認識してござい

ますので、この要綱が廃止されて次の新し

い制度が始まるまでの間、穴を空けるつも

りは全くございません。 

そちらにつきましてはしかるべき形、遡

及するということも今現在、あわせて検討

しているところでございますので、よろし

くお願いしたいと思います。 

少し長くなりましたが、要綱の廃止によ

り不安を与えましたことにつきましては、

このような理由から少々時間を要している

ということでございますので、御理解いた

だければと思います。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 今、担当部長から

御説明をさせていただきました。 

大江議員からのお話は、今回失効させた

というのは乱暴過ぎるよという意味だと思

っていて、そのやり方については今、反省

しているところであります。 

この制度が実情に合わなくなったという

部分については御理解いただけると思って

いて、その適用の仕方についてもしっかり

検討しているところであります。 

次の制度に向けて、いつの時点でという

部分でいけば、当然、補正等の財源措置等

も必要でありますので、一旦そこでは打ち

切ってはいるのですけれども、私の任期中

にはしっかりと今回の制度の継続という

か、新たな制度をきちんと示したいと思い

ます。 

部長からもお話しましたが、１０月以降

に対する方々に穴が空かないように、遡及

してでもきちんと継続していきたいという

考えでありますので、その辺を御理解いた

だきたいと思っております。 

よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ３番大江道男さ

ん。 

○３番（大江道男君） 制度そのものは一

旦打ち切ったけれども、多分、１０月１日

に遡って見舞金にするのか、給付金にする

のか、名称は分かりませんが、制度はつく

るということです。 

美幌のように一律の見舞金で３０万円、

２０万円、１０万円とか、こうしたところ

もありますけれど、複雑な計算は要らない

と、療養日数に基づいて１日７,０００円、

６,０００円、５,０００円、３,０００円と

いうところもあります。 

もちろん、前年の収入を３６５日で割っ

て、その３分の２で１日当たり幾ら、何日

療養したかという複雑なところも幾つもあ

りますけれど、できるだけ簡素にして支給

するという制度を実態に応じてということ

ですから、療養日数がベースになるのだろ

うと思います。 

町長は自分の任期ということですが、任

期中であれば来年の新年度予算が終わった

後も任期ですよね。 

５月ぐらいまであるかと思うので、選挙

のときにそのような制度ができているとい

うことではないのだと思います。 

私は、条例ではないので、できれば年内

に１０月１日に遡って、どなたでも分かる

ということで制定していただきたいと申し

上げておきます。 

２点目に移ります。 

補聴器購入に公的な助成をということで

す。 

私は、以前もこの補聴器の購入に町とし

ての助成をということで、日本の場合、諸

外国と比べて難聴者の比率はほとんど変わ
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らないのだけれども、補聴器を装着してい

る人の割合は非常に低いと。 

今回、補聴器工業会の調査をお示しいた

しまして、アンケート調査の結果、補聴器

を使わない理由は、買うための経済的余裕

がないということで業界としても承知をし

ていて、原因はほぼ実態と変わらないのだ

ろうと思います。 

最初の御答弁で、気になる症状があれば

耳鼻咽喉科を受診して、医師に相談するこ

とが大切である、だから周知していくとい

うことですけれど、それはそのとおりだと

思いますが、懐にお金がないので買いたく

ても買えない、効果があると分かっていて

も買えないということが答えとして出てい

るのであれば、踏み切らざるを得ないので

はないかと思っています。 

これも全国で大変普及しているよと、美

幌町は遅れているから遅れないようにとい

う意味ではありません。 

確かに普及はしてきていますけれど、あ

る調査では、昨年７月時点で全国３５の自

治体が補聴器購入に対して助成金を出して

いるというデータがありましたが、今年の

１０月３１日現在で１１４の市町村に増え

ていると、１年余りで急速に増えているよ

という情報は得ています。 

ただし、これも民間の団体が任意に調査

しているということで、漏れがあるなと思

います。 

データの中で、北海道は幾つだと見まし

たら、１３自治体でした。けれども、今年

の５月時点で道庁が把握している数字は１

８です。ですから、実態はもっと広がって

いるのだろうと思います。 

いずれにしても、過半数が制度をつくっ

ているから美幌町もという意味ではありま

せん。 

しかし、「ランセット」という医学誌が

持っている意味は非常に大きいように思い

ます。 

私は今回、コロナで外出できなかったの

で、ランセットで示しているデータを余分

に見ることができまして、そこで改めて分

かりました。 

認知症予防のための補聴器の効果という

のは、実は、高齢者を対象にして調査した

というものでもないのだなと。 

データの基本は、４５歳から６５歳とい

う年齢層をベースにして作られているとい

うことで、当初から高齢者の健康を維持す

るためにという私の狙いは少し外れている

ということも分かりました。 

そして、アルツハイマーの原因は、若い

時代からアミロイドベータのたんぱくが２

０年から３０年かけて蓄積されて発症して

いるということで、年を取ったからすぐに

大変だと、だから補聴器という短絡的なも

のではないということも十分に分かりまし

た。 

そのような点で、改めて北海道内の１８

市町村の補助制度の対象年齢を見ました

ら、１８分の６、３分の１では年齢制限が

ないのです。 

若い人でも聞こえが悪いという段階か

ら、補聴器購入に対して、積極的に町とし

て助成をしているということが見えてきま

して、全町民的な認知症予防という意味で

も取組になっているのだなということが分

かりました。 

金額はいろいろですが、そのような点で

今後、国や他の市町村との動向を踏まえて

判断したいと第１回目の答弁はなっていま

す。 

町によっては１８歳以上というところが

ございますが、そうした若い人たちも含め

て、私は、美幌町で健康な町民生活を送っ

ていただきたい、あるいは、老後と言えば

美幌町でなら健康寿命を発揮できますよと

いうことにつながる息の長い制度として、

経済的な理由で補聴器を必要とする場合に

助成するというのは、大変積極的な意味を

持っていると思います。 

町長の任期中に制度としてできることを
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期待して質問いたしますが、いかがでしょ

うか。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 今回、大江議員か

ら一般質問いただいた中で、ランセットの

報告書、原文は英語で読めないのですけれ

ども、２０１７年と２０２０年の日本語訳

文を読ませていただきました。 

ある雑誌、それから一部の難聴を研究し

ている方々に関して見れば、認知症イコー

ル難聴という概念があります。 

ただ、今、大江議員がおっしゃったよう

に、よく読むと４５歳から６５歳というこ

とで、難聴も一つのエビデンスということ

を言っているのですね。 

そのような意味からいけば、町民の方々

の認知症発症をどう抑えるかとか、認知症

になっている方をどうするかという方策の

難聴という捉え方と、もともと健康な方が

難聴と言われた場合の捉え方。 

私も家族というか、妻がたまたま医療従

事者なので、認知症について話をしたとき

に、難聴自体をどう考えるか、ふだん生活

する中においても、聞こえないとかで関係

が悪くなったり、家族の中から取り残され

たりとか、そのことに対しての考え方をき

ちんと整理しなければならないのではない

ですかという話がありました。 

今回の質問の中でいろいろ考えなければ

いけないと思いますが、一つ反論するの

は、工業会のお金がないからという言い方

が私は非常に腹立たしいというか、私から

すると、では安いのをつくればいいではな

いかと、本当にもともと高いのですよね。 

今は、国産でいけば大体７万円とか、そ

れから耳の形をとってという話になると両

耳で３０万円とか、そのことに対して、認

知症というよりも難聴を生活の中でどう取

扱うかと、いろいろなことが今出てきてい

ます。 

テレビを見るのであれば、そこまで大き

くしなくても耳元に置くＢｌｕｅｔｏｏｔ

ｈというものが出たり、それから、軽い難

聴の方であれば、補聴器も本当に高額でな

いものを耳に入れてとか、このようなもの

をきちんと整理した中で政策をどうすると

か、誰にどのような支援をするということ

を考えていく必要があるのかなと今、私は

捉えているところであります。 

○議長（大原 昇君） ３番大江道男さ

ん。 

○３番（大江道男君） 実は、過去にも一

般質問した際、町長は、その効果が明らか

であるかどうかはしっかり検証していきた

いという御答弁をされました。事実に基づ

いて判断するという方向性でした。本日も

方向性においてはそのとおりだなと私も思

っています。 

それで、高齢者の健康寿命を延長するた

めにというのはごく一部であって、長期に

わたって健康な町民活動を行っていただく

ために、対象を広げて、必要な人には公的

助成を考えるという点で捉えていきたいと

思います。 

全体的な予算の関係もありますので、予

算の配分だとか、そうしたところまでは取

りあえずは求めていきませんが、効果のあ

る範囲でぜひ制度を御検討いただきたいと

いうことをあえて限定的に申し上げて、若

干時間は余っていますけれど、私の質問は

終わりといたします。 

○議長（大原 昇君） これで、３番大江

道男さんの一般質問を終わります。 

以上で、本日の一般質問を終わります。 

――――――――――――――――――― 

◎散会宣告 

○議長（大原 昇君） 以上で、本日の日

程は全部終了しました。 

本日はこれで散会します。 

御苦労さまでした。 

 

午後３時２９分 散会   
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